
様式第２号(第７条関係) 

会議の開催結果 

１ 会議の名称 

平成２８年度第４回 

さいたま市市民活動サポートセンター 

運営協議会 

２ 会議の開催日時 
平成２９年３月２９日（水） 

午後４時から午後６時１０分まで 

３ 会議の開催場所 

コムナーレ９階 

さいたま市市民活動サポートセンター 

北ラウンジ 

４ 出席者名 別紙のとおり 

５ 欠席者名 別紙のとおり 

６ 議題及び公開又は非公開

の別 

（議題） 

・利用者懇談会等における意見について 

（公開・非公開の別） 

公開 

７ 非公開の理由  

８ 傍聴者の数 ７名 

９ 審議した内容 ・利用者懇談会等における意見について 

10 問合せ先 
市民局市民生活部市民協働推進課 

電話番号：８１３－６４００ 

11 その他  



別紙 

No. 委員氏名 出欠状況 

１ 小島 敏也 出席 

２ 山岸 平二 出席 

３ 矢那瀬 春代 出席 

４ 三島 由香 出席 

５ 藤本 裕子 出席 

６ 塙 美千代 欠席 

７ 山田 洋 欠席 

８ 榎本 髙信 欠席 

９ 菊地 順子 出席 

10 有浦 正子 欠席 

11 加倉井 範子 出席 

12 須藤 順子 出席 

13 黒岩 清 出席 

14 齋藤 友之 出席 

15 永沢 映 出席 

16 青柳 勝久 出席 

17 木島 泰浩 出席 



平成２８年度第４回

さいたま市市民活動サポートセンター運営協議会

次第

開催日時 平成２９年３月２９日（水）

午後４時から午後６時まで

開催場所 市民活動サポートセンター 

北ラウンジ

１ 開会

 ２ 報告

  （１）管理基準等について

  （２）利用状況及び実施事業等について

３ 議事

 （１）利用者懇談会等における意見について

（２）各区の市民活動ネットワークの状況について

 ４ その他

５ 閉会

≪配布資料≫ 

・次第 

・［資料１－１］利用状況［グラフ／表］（平成 28 年４月から平成 29 年２月まで） 

・［資料１－２］主な窓口対応等（平成 28 年 10 月から平成 29 年２月まで） 

・［資料２－１］実施事業（市民活動サポートセンターセミナー） 

・［資料２－２］実施事業（市民活動サポートセンターフェスティバル）※当日配布 

・［資料３－１］利用者懇談会等における意見への対応 

・［資料３－２］利用者懇談会等における意見［利用者懇談会］※当日配布 

・［資料３－３］利用者懇談会等における意見［市民活動ネットワーク］※当日配布 

・［資料３－４］利用者懇談会等における意見［利用者アンケート］（平成 28 年 10 月 

から平成 29 年２月まで） 
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利用状況［グラフ］（平成 28 年４月から平成 29 年２月まで） 

１ 来館者数 

２ 団体登録届出数 

３ 施設等の利用状況 

 （１）多目的展示コーナー 
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≪来館者数の推移≫
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≪多目的展示コーナーの利用率の推移≫

H27
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≪月間平均来館者数≫ 

（４月～H29.２月） 

H28： 39,064 人 

H27： 39,978 人 

******** 

≪年間来館者数≫ 

H27：485,822 人 

≪月間平均団体登録届出数≫ 

（４月～H29.２月） 

H28：８件 

H27：10 件 

******** 

≪年間団体登録届出数≫ 

H27：129 件 

（人）

（月）

（件）

≪月間平均利用率≫ 

（４月～H29.２月） 

H28： 83％ 

H27： 82％ 

******** 

≪年間利用率≫ 

H27： 83％ 

（月）

資料１－１ 

（月）
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（２）団体ロッカー・メールボックス 

（３）貸出機材 

  （４）ラウンジ 
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≪団体ロッカー・メールボックスの利用率（平成29年３月１日時点）≫

利用率

未利用率
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≪貸出機材の利用件数の推移≫
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≪ラウンジの利用予約件数の推移≫

H27

H28

（件）

（月）

≪月間平均利用件数≫ 

（４月～H29.２月） 

H28： 11 件 

H27： 16 件 

******** 

≪年間利用件数≫ 

H27：195 件 

100％

94％

31％

（件）

（月）

≪月間平均利用予約件数≫ 

（４月～H29.２月） 

H28： 329 件 

H27： 308 件 

******** 

≪年間利用件数≫ 

H27：3,707 件 

（％）
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（５）印刷作業室 

（６）チラシ・ポスター 

※H28 より、「チラシとポスターの設置申込が同時にあった場合の件数の数え方」を変更しています。 

（H27⇒２件／H28⇒１件） 

（７）パソコン・コーナー 
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≪印刷作業室の利用件数の推移≫
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≪チラシ・ポスターの設置件数の推移≫
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≪パソコン・コーナーの利用件数の推移≫

H27

H28

≪月間平均利用件数≫ 

（４月～H29.２月） 

H28： 532 件 

H27： 429 件 

******** 

≪年間利用件数≫ 

H27：5,229 件 

（月）

（件）

≪月間平均設置件数≫ 

（４月～H29.２月） 

H28： 146 件 

H27： 173 件 

******** 

≪年間設置件数≫ 

H27：2,051 件 

（月）

（件）

（件）

（月）

≪月間平均利用件数≫ 

（４月～H29.２月［H28 は７月～］）

H28：  77 件 

H27： 126 件 

******** 

≪年間利用件数≫ 

H27：1,546 件 





No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-88 H28.10.1 委託職員

ラウンジの利用予約をしに来られた方よ
り、希望のテーブルが予約できなかったの
で、（既に予約をされている団体と）調整
して（取れるようにして）ほしい旨の依頼
があった。

ラウンジの利用予約は、先着順である旨を
説明した上で、電話・窓口問わず、予約に
必要な最低限の情報（日時・場所）を聞き
取り、予約状況表にて予約を受付している
こと、日によっては、予約受付時間の午前
９時と同時に、電話等をいただくことがあ
ることを説明した。

28-89 H28.10.6 委託職員

法律相談の利用者より、以前、対応してく
れた弁護士の先生が、事あるごとに、「分
からない」と言うので、（法律相談の）担
当を変えてほしい旨の要望があった。

弁護士の先生によっても、専門分野や得意
分野もあるので、必ずしも全ての質問に完
璧に答えられるわけではないことをご理解
いただくとともに、その旨を、共催の関係
団体に伝えることを約束した。

28-90 H28.10.6 委託職員
食育を目的としてしている団体の方が来館
され、「団体登録の手続方法を教えてほし
い。」とのことであった。

活動内容を詳しく聴いたところ、地域でス
ポーツをする子どもたちの母親が中心とな
り、子どもたちの栄養バランスを考えた食
事を一緒に考えて広めていく団体を作りた
いとのことであった。地域の子どもたちの
健康を守るという課題に取り組んでいる市
民活動として、今後も是非頑張ってほしい
旨を話すとともに、まずは、みんなでよく
話し合い、会則等を作り、団体登録の手続
きに来てくださいという説明をした。

28-91 H28.10.7 委託職員
「介護保険料の支払いに来たのですが。」
という方が来館された。

センターでは、支払ができない旨を説明す
るとともに、支払ができる区役所や支所等
をご案内した。

28-92 H28.10.8 委託職員

針を使用する団体の方より、使用可能な
テーブルが、「市民活動優先スペース」に
限定されているため、事前の利用予約がで
きず不便である旨のご意見をいただいた。

その他ラウンジの利用方法含め、今後検討
することとする。

28-93 H28.10.9 委託職員

「市民活動優先スペース」を利用できな
かった方より、市民活動団体が利用する場
合は、席を空けるので、「市民活動専用ス
ペース」を利用させてほしいという要望が
あった。

センターが、市民活動支援のための施設で
あることを説明のうえ、現状では難しいこ
と、また、そのような要望があったこと
は、運営協議会に報告することを説明し
た。
「運営協議会に、間違いなく報告して、検
討してもらえるのか。」という質問があっ
たので、運営協議会は傍聴も可能であるこ
とも説明した。

28-94 H28.10.9 市職員

「さポット」のIDとパスワードが分からな
くなってしまった団体の方が来館された
（来館者が把握していたIDとパスワードで
は、ログインできなかった。）。

管理者IDで「さポット」にログインし、来
館者が把握していたIDとパスワードを確認
したところ、一部誤りがあったことから、
正しいIDとパスワードを確認し、パソコ
ン・コーナーで試したところ、無事ログイ
ンができた。

主な窓口対応等［平成28年10月分］

□平成28年10月分［28件］

資料１－２
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-95 H28.10.9 委託職員

多目的展示コーナーの利用団体より、当該
コーナーに設置された照明の向きを変えた
いが、上手く変えられないとのお話があっ
た。

照明器具の丸い部分を回すと、簡単に向き
を変えられることを説明し、作業していた
だいたが、中々向きを変えられない様子で
あったため、お手伝いをした（その際、高
齢者でも向きを変えやすい照明設備にして
ほしい旨の要望があった。）。

28-96 H28.10.10 委託職員

パソコン・コーナーの利用登録をされた方
より､以前は、何年間も利用できたのに、
なぜ、１年後、更新をしなければならない
のかという質問があった。

パソコン・コーナーの利用登録について、
更新、取消、（利用登録カードの）再交付
という手続きがなかったことから、今回、
それを整理した旨を説明した。

28-97 H28.10.11 委託職員
印刷作業室のコピー機が、硬貨しか使えな
いので、両替機を設置する等してほしい旨
の要望があった。

その他代替手段等含め、今後検討すること
とする。

28-98 H28.10.15 市職員

吉川市を中心に活動されている団体の代表
者の方が来館される。
今度、大宮と浦和で、子育て中の母親を対
象としたイベント（起業や就労支援含む）
を実施することを予定しているが、打合せ
や参加団体・企業向けの説明会を実施する
場所や当該イベント等の協賛や助成等に関
するご相談があった。
既に、大宮区コミュニティ課に相談してお
り、当該所管が行っている補助金支給は難
しいとのことであった（その際、市民協働
推進課が行っているマッチングファンドの
紹介があり、センターに来館されたとのこ
とであった。）。

内容は、本市の市民活動に合致しており、
大宮及び浦和でイベントを実施するという
話であったため、利用のしおりをお渡し
し、打合せやミーティングなどで、セン
ターのラウンジを利用可能である旨を伝え
た。
説明会については、関係団体や企業が十数
あり、参加者もそれなりに多いとのことで
あったため、有料・事前予約とはなるが、
浦和コミュニティセンターを含めて、コ
ミュニティセンターの集会室を紹介した。
後援や協賛が中々得られないとのことで
あったため、比較的支援に協力的な団体や
企業を紹介するとともに、団体や活動に対
する助成情報を提供した。また、少し大き
な話となるが、団体の運営資金確保に関す
る講座についても紹介した。
土曜日であったため、市民協働推進課（協
働係）が所管しているマッチングファンド
と協働のテーブルについては、リーフレッ
トに基づき、簡単な説明だけを行い、後
日、直接（協働係）に連絡して、相談して
いただくこととなった。
来年実施予定の当該イベントに間に合う資
金的な援助があるかは難しいところであっ
たが、その後の継続的な事業に役立つよ
う、埼玉県が実施している支援事業等を含
めて、幅広く情報提供や説明を行った。

28-99 H28.10.17 委託職員
高校生（３名）が、パンフレットラックの
チラシを見ていたので、「何か探していま
すか？」とお声がけをした。

何か面白いイベントがないかを見ていたと
のことであったため、興味がある分野を尋
ねたところ、「ブラスバンドをやっている
ので、音楽系のイベントに興味がある。」
とのことであった。
そこで、オーケストラとギター演奏会が
あったので、紹介するとともに、「これか
らも、パンフレットラックを観てくださ
い。」とお話した。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-100 H28.10.18 委託職員
来館者より、「政治的なチラシが置いてあ
るが、これはよいのか。」という質問が
あった。

政治上の「主義」と「施策」の違いを説明
し、ご理解いただけるよう努めた。

28-101 H28.10.19 委託職員

多目的展示コーナーの展示をご覧になった
来館者より、「かなり過激な展示がされて
いるが、あれはよいのか。」という質問が
あった（具体的な内容には触れなかっ
た。）。

政治上の「主義」と「施策」の違いを説明
し、ご理解いただけるよう努めた。

28-102 H28.10.19 委託職員

印刷作業室の利用団体の方より、窓口で、
利用予約をした際に、申込書に記載したの
に、利用する際に、また、別の申込書に記
載しなければならないのかという旨の質問
があった。

申込書の記載目的が異なること、また、予
約と実際の利用が異なることを説明すると
ともに、ご意見として報告させていただく
ことを伝えた。

28-103 H28.10.19 委託職員

多目的展示コーナーの展示をご覧になった
来館者より、「展示内容は、団体登録の要
件に適合しているのか。」という質問が
あった。

政治上の「主義」と「施策」の違いを説明
し、ご理解いただけるよう努めた。

28-104 H28.10.19 委託職員
幼稚園の先生より、「屋上庭園で、園児
（20名程度）を少し遊ばせてもよいか。」
との質問があった。

屋上庭園は、センターの管理ではなく、当
該ビルの管理ではないので、許可する立場
にはない旨を説明したうえで、他の利用者
の迷惑とならないよう、また、園児の安全
に十分に注意するようにお話した。

28-105 H28.10.16 委託職員
学生を中心に、「市民活動優先スペース」
を利用したい方が多数、開館前より、中央
ラウンジで並ばれた。

いつもは、原則、浦和コミュニティセン
ターの第15集会室の方に向かって、一直線
に並んでもらっているが、今回は、エレ
ベーターホール内で、円になるように並ん
でもらったところ、逆に、他の利用者の方
の邪魔になってしまった。
次回以降、待機方法や案内方法を改善する
こととした。

28-106 H28.10.21 委託職員

印刷作業室の利用者の方より、コピー機の
両面印刷が難しいことから、改善してほし
い旨、また、両替機を設置してほしい旨の
要望があった。

その他代替手段等含め、今後検討すること
とする。

28-107 H28.10.21 委託職員

パソコン・コーナーの利用者より、LAN
ケーブルを使用可能にしてほしい旨、ま
た、Wi-Fiを使用可能にしてほしい旨の要
望があった。

その他ラウンジの利用方法含め、今後検討
することとする。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-108 H28.10.21 市職員
ポスターコンクールを実施する団体の方よ
り、当該コンクールの作品募集の周知方法
に関する相談があった。

センターで、チラシやポスターの設置が可
能である旨、また、さポットによる周知が
可能である旨を説明した。
さポットについては、これまで未登録で
あったことから、今後登録して利用したい
とのことであった。

28-109 H28.10.19 委託職員

昼食の時間帯に、ラウンジを巡回中、お一
人で座っている女性がおり、サインボード
の記載がなかったので、「市民活動でお使
いですか。」とお声がけをしたところ、
「連れを待っているだけなので、すぐに席
を立ちます。」とお答えになられた。
その後、女性の連れの方（男性）が、セン
ター窓口に来られ「席に座っている人に、
市民活動でなければ、私も、席を立つよう
に言ってもよいのか。」、「（南ラウンジ
では、）市民活動以外では、食事はできな
いのか。」「このフロアーの利用方法が分
かりにくい」という旨のお話があった。

センターが、市民活動支援のための施設で
あることを説明のうえ、ラウンジの利用目
的は、原則、市民活動での打合せや資料作
成等であること、利用者の方へのお声がけ
は、センター職員が行うこと、南ラウンジ
のみ、食事をしながら、市民活動での打合
せ等が可能であることを説明した。
利用方法が分かりにくいというご指摘につ
いては、今後、様々な利用者の声を聴きな
がら、利用しやすいように改善していきた
いと伝えた。

28-110 H28.10.22 委託職員

印刷作業室を利用者から聞いた話というこ
とで、「印刷が終わり、「お待ちくださ
い。」と言われたので、印刷作業室で待っ
ていたが、いつまでも声をかけに来ないこ
とがあった。「会計のところでお待ちくだ
さい。」という一言があってもよいのでは
ないか。」というご意見をいただいた。

説明が不十分であり、適切な対応ができな
かったことを謝罪した。
継続して、窓口対応等の改善に努めていく
ことを伝えた。

28-111 H28.10.22 委託職員

貸出機材の利用者から聞いた話ということ
で、「貸出機材を借りる場合、団体の代表
者、または、担当者でなければならず、本
人確認の書類が必要である。直営になる前
は、登録カードがあれば、誰でも借りるこ
とができた。このことは、元々規則で決め
られていることで、以前の指定管理者が、
そのことを順守していなかったことであ
り、厳格になるのは仕方がないことなの
で、逆に、そのことが、利用者に分かるよ
うにきちんと説明してもらいたい。これま
でも頻繁に利用してきた市民活動団体との
信頼関係が、今後も築けるような誠意ある
説明をお願いしたい。」という旨の要望が
あった。

４月から直営となり、これまでの職員と比
べて、知識が不十分であったり、言葉足ら
ずなところもあるかもしれないが、継続し
て、窓口対応等の改善に努めていくととも
に、利用者のご意見を聴きながら、利用者
との信頼関係が築けるよう努めることを伝
えた。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-112 H28.10.22 委託職員

貸出機材を借りている団体の方より、電話
で、「もう一台ワイヤレスマイク装置を借
りたいが、可能であるか。」という問合せ
があった。

貸出状況を確認のうえ、貸出可能であるこ
とを伝えたところ、「とても助かりま
す。」とのことで、大変お喜びであった。
同時に２台使用する場合、ハウリングが発
生する可能性があるため、近づけて使用し
ないことなど、使用上の注意事項を説明し
た。
電源についてお伺いしたところ、会場に電
源がないので、隣家にお願いして、電源を
借りる予定であるとのことであったため、
電池による使用も可能であることも説明し
たところ、感謝していただいた。

28-113 H28.10.22 委託職員

浦和コミュニティセンターで開催する上映
会及び講演会にて、プロジェクターとブ
ルーレイディスクプレイヤーを使用するの
だが。その際、どのように映画の音声を調
整すればよいかという相談があった。

ブルーレイディスクプレイヤーとの接続と
いうことで、HDMI入力端子があるデータプ
ロジェクターを貸出した。
予定では、プロジェクターからの音をマイ
クで拾って大きくするとのことであった
が、プロジェクターは映像機器であるた
め、どうしても音がこもりがちになってし
まうことを説明した。
また、人数も数十名程度集まるということ
で、聴感上、どうしても音が小さく聞こえ
てしまうことも説明した。
可能であれば、別途スピーカーがあること
が望ましいことを伝えるとともに、ポータ
ブルブルーレイディスクプレーヤーの紹介
なども行った。

（補足）今後、貸出機材を更新する際に
は、利用者の使用方法等も参考に、機器選
定をする必要があると感じた。

28-114 H28.10.28
市職員
委託職員

民間企業のコーヒーチェーン店の従業員の
方が来館され、店舗で、ハロウィン・パー
ティーを開催するにあたり、大判プリンタ
を使用できないかとの相談があった。

話を聴いてみたところ、店舗の従業員有志
で、地域貢献を目的に、ハロウィン・パー
ティーを開催したいとの話であったが、あ
くまで店舗（企業）としてのイベントであ
るとのことであったため、利用は難しい旨
を説明するとともに、近隣の印刷屋や写真
店での印刷をお勧めしたところ、納得いた
だき、お帰りになられた。
今回のイベントを企画した従業員有志で、
地域貢献のためのグループ（団体）をつく
り、何か活動するとか、地域の団体等と連
携し、イベントを開催するとかなど、市民
活動への発展も考えられるため、そのあた
りのお話をするとともに、そのような話が
あれば、また相談にきてほしい旨を伝え
た。
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対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-115 H28.10.29
市職員
委託職員

地域の自主防災会主催の防災訓練におい
て、パネル展示をしたいので、大判プリン
タを利用したいが、原稿の作成や余白の取
り方などを教えてほしい旨の依頼があっ
た。

今回は、PowerPointを使用して原稿を作り
たいとのことであったため、原稿をカスタ
ムサイズにて設定し、900mm×900mmの原稿
を作成した。
その後、パネル展示のため、フレームを使
用して展示物を作成したいため、上下左右
全てに余白が必要であるとのことであった
ので、印刷設定の画面で、縮小率を設定す
るとともに、印刷範囲を中央に設定し、印
刷を行ったところ、希望に沿う印刷となっ
た。

（補足）大判プリンタでの印刷にあたって
は、利用者の方が、最終的にどのような印
刷物を作成したいのかを丁寧に聴き、その
上で、印刷設定等をカスタマイズし、対応
する必要がある。ただし、利用者の方の予
定等も十分に考慮し対応する必要がある。
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対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-116 H28.11.2
市職員
委託職員

開館直後、ラウンジの利用予約において、
窓口と電話がほぼ重なったが、電話の方が
一瞬早かったため、窓口の方が希望のテー
ブルを予約できず、納得されなかった。

ラウンジの利用予約について、改めて説明
するとともに、別のテーブルを予約するこ
とで納得いただいた。
窓口に来られていた方は、開館前より、エ
レベーターホールで待っていたのに、それ
でも予約ができないのは、中々納得できな
いとのことであった。
今後は、開館前に、エレベータホールにて
お待ちになっている方に対して、あらかじ
めお声がけすることとした。

28-117 H28.11.2 委託職員

印刷作業室の利用者より、「高速カラープ
リンタで、縁なし印刷をしたいので教えて
欲しい。」という相談があった（原稿は、
全面カラーとなっていたが、印刷してみる
と、周りに５mm程度の白い縁ができてしま
うとのことであった。）。

高速カラープリンタの取扱説明書を確認し
たところ、縁なしの印刷はできず、３mm程
度の余白ができてしまうことが分かったた
め、その旨を説明し、白い縁が出てしまう
ことで納得いただいた。

28-118 H28.11.7 委託職員

データプロジェクターを借りた団体の方よ
り、「投写画面が(台形状に)曲がった状態
で上手く投写できなかった。」という報告
があった。

相談内容から、投写映像の曲りは以下の方
法で解決することを説明した。
①チルトフットによる投写角度(投写画面
の高低)の調整
②リアフットによる投写画面の左右の傾き
調整
台形補正は電気的な補正を行っているた
め、輝度の低下や画質の劣化が現れる場合
があるため、通常は行わないことも説明し
た。

28-119 H28.11.7 市職員 電話にて、落とし物の確認があった。

センターには届いていない旨を伝えたとこ
ろ、「ビル全体で落とし物を管理している
ところにも聞いてほしい。」とのことで
あったので、防災センターに確認したが、
届いていなかったため、その旨を連絡し
た。

28-120 H28.11.7 委託職員

フェスティバルに参加（ステージでのパ
フォーマンス）してきた団体の方より、今
年度のフェスティバルについての質問が
あった。

コムナーレ全体でのフェスティバルではな
いが、今年度も、３月４日と５日に開催す
る予定であることを説明するともに、同
日、浦和コミュニティセンターのフェス
ティバルも開催することを伝えた。
今年度は、以前と進め方が違うが、是非参
加してほしい旨を伝えた。

主な窓口対応等［平成28年11月分］

□平成28年11月分［21件］
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対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-121 H28.11.8 委託職員

印刷作業室の利用者より、「モノクロ印刷
機の製版が上手くいかない。２回連続し
て、黒いかすれや印刷ずれが生じてしまっ
た。」との相談があった。

モノクロ印刷機の設定等を確認したが、
ローラーにインクが付いてしまっているな
どもなく、問題がなかったため、印刷用紙
を変更し、製版してみたところ、製版が成
功した。
製版が成功したので、利用者の方が持って
こられていた印刷用紙で印刷したところ、
きれいに印刷できたため、そのまま印刷を
していただくこととした。
製版が上手くいかなかった原因の特定は難
しいが、利用者の方が持ってこられていた
印刷用紙は、電気屋や文房具屋等で通常販
売されている用紙であったことから、温度
や湿気等の問題で、たまたま製版が上手く
いかなかったようである。

28-122 H28.11.9
市職員
委託職員

登録団体の方より、「今のセンターの運営
はどうなっているのか?。」、「各市民活
動団体専属の担当者がいないのはなぜか。
専属の担当者がいないと、別の人に、また
同じことを一から話さなければならず、面
倒である。」、「窓口の（委託）職員は、
名刺を持っていないのか。」、「直営に
なったので、フェスティバルを開催しない
のか。」といった苦情があった。

現在のセンターの運営状況、委託職員の窓
口対応、フェスティバルの予定等について
説明するとともに、対応不十分な点につい
ては、謝罪した。
窓口の机を叩くなど、感情的なところも
あったが、長時間意見交換を行い、「今後
も、何かあればサポートをしていきた
い。」と述べられ、退館された。

28-123 H28.11.11 委託職員

多目的展示コーナーの展示をご覧になった
来館者より、自分も絵画教室をやっている
のだが、当該コーナーで展示ができるのか
という旨の問合せがあった。

センターが、市民活動支援のための施設で
あることを説明のうえ、市民活動団体の発
表の場であるため、個人としての利用は難
しいが、公益的な活動を行う市民活動団体
として登録すれば、当該コーナーを利用し
て、作品展示ができることを説明した。

28-124 H28.11.11 委託職員
団体の方より、多目的展示コーナーの利用
とフェスティバルについての問合せがあっ
た。

利用のしおりをお渡しし、多目的展示コー
ナーの利用方法等を説明した。
また、フェスティバルについても、募集要
項をお渡しし、その概略を説明するととも
に、もしよろしければ参加してもらえるよ
う、お話をした。
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年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-125 H28.11.14 委託職員

学生より、「地域に関わるボランティアが
したい。」との相談があった（市社会福祉
協議会から紹介されたとのことであっ
た。）。

詳しく話を聴いてみたところ、以前、大学
を休学して京都に住んでいたとき、祇園祭
のボランティアをやったことがあり、埼玉
でも同じようなボランティアがしてみたい
とのことであった。
そこで、現在、本市で開催されている「さ
いたまトリエンナーレ2016」に関係するプ
ロジェクトのボランティアを紹介した。
また、地域に関わるものということで、幾
つかの団体を紹介した。
鉄道にも興味があるとのことであったの
で、今後も関係情報を探してみるとのこと
で、お帰りになられた。

28-126 H28.11.17 委託職員
破産した方の官報が見たいという方の来館
があった。

中央図書館で閲覧可能であることを説明
し、案内した。

28-127 H28.11.18 委託職員
ラウンジを借りて、映画の撮影をしたいと
いう相談があった。

現在、映画学校に通い映画製作の勉強をし
ているとのことであり、シナリオも拝見さ
せていただいたが、とある女子学生の生活
を表現しているのものであった。
市民活動と判断することは難しく、また、
日常の風景を撮影するのであれば、セン
ターでの撮影は、第三者が移ってしまう可
能性もあることから、難しい旨を説明し
た。

28-128 H28.11.20 委託職員

明日までに、国際交流センターに郵便物を
届けたいが、明日直接持ってくることがで
きないので、センターで預かってほしいと
いう相談があった。

国際交流センター専用のメールボックスも
なく、また、防災センターにおいても、郵
便物を預かりはできないとことであったた
め、その旨を説明し、申し訳ないが、通常
どおり、郵便ポストへの投函を案内した。

28-129 H28.11.22 委託職員
生活保護受給者を支援している団体を教え
て欲しいという方が来館された。

関係団体を紹介したのち、もう少し詳しい
お話を聴こうとしたが、早々にお帰りにな
られた。

28-130 H28.11.26 委託職員
登録団体の代表者名や活動内容等を知りた
いという方が来館された。

資料閲覧コーナーにある登録団体ファイル
を案内するとともに、お知りになりたい分
野をお伺いし、関係団体を調べ、紹介し
た。
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年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-131 H28.11.26 委託職員
「古文書」の関係団体を教えてほしいとい
う方が来館された。

団体登録のデータから、団体名と活動内容
を検索し、団体を紹介した。
また、「まなベル」の中に、古文書に関係
するイベントの開催情報があったので、当
該冊子をお渡ししたところ、大変喜ばれて
お帰りになられた。

28-132 H28.11.27 委託職員
センターに忘れ物をしてしまった方が来館
された。

以前、手袋と傘を忘れられた方で、事前に
電話で照会があった方だった。
日中の見回りで発見し、保管しておいたも
のをお渡ししたところ、大変感謝してお帰
りになられた。

28-133 H28.11.27 委託職員
団体の方より、クリスマス展示とフェス
ティバルについての問合せがあった。

クリスマス展示とフェスティバルには、毎
回参加している団体であり、それぞれの募
集要項をお渡しし、概略を説明した。

（補足）後日、両方の参加申込みがあっ
た。

28-134 H28.11.30 委託職員

団体の方より、「今度、市民広場を利用し
て、催しをやりたいのだが、センターの机
やイスを借りることはできるか。」、「準
備をする際に、センターの職員の方にお手
伝いいただくことは可能か。」、「催し
で、音楽をかけて、踊りを踊るのだが、セ
ンターで練習しても良いか。」という問合
せがあった。

センターの机やイスの貸出と、職員がお手
伝いすることは共に難しいことを説明し
た。
また、センターで、音楽をかけて、踊りの
練習をすることは、詳しい内容を聞いてみ
たところ、他の利用者の迷惑となり得るも
のであったことから、浦和コミュニティセ
ンターの音楽室等を案内した。
市民広場の利用については、市民協働推進
課（協働係）を案内した。

28-135 H28.11.30
市職員
委託職員

フェスティバルについて、ブースの大きさ
と実行委員会についての問合せがあった。

募集要項をお見せしながら、ブースの大き
さや備品の数等を含め、全体の概要を説明
した。
また、今年度は、実行委員会形式で行わな
いことを説明するとともに、設営の準備や
後片付け等は、センターで行うことになる
など、お伝えした。
後日、申込みに来られるとのことで、お帰
りになられた。

28-136 H28.11.30 委託職員
センターの様子を見に来られた団体の方よ
りラウンジや印刷作業室を含め、施設の概
要に関する問合せがあった。

利用のしおりをお渡しし、概要を説明する
とともに、ラウンジや印刷作業室等を案内
した。
印刷機器やパソコン等の設備が充実してい
ること、ラウンジが利用しやすいこと、開
館時間が長いこと等に驚かれていた。
団体登録の希望があったので、団体登録の
概要を説明したところ、NPO法人であった
ため、後日、定款を持参し登録に来られる
こととなった。
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28-137 H28.12.1 委託職員
「第15集会室はどこですか。」という質問
があった。

浦和コミュニティセンターの第15集会室を
案内した。

（補足）窓口で、浦和コミュニティセン
ターの第15集会室の場所をお聞きになられ
る方が非常に多いことから、今後、エレ
ベーターホール付近のサイン整備を検討す
る必要がある。

28-138 H28.12.1 委託職員

来館者より、以下の相談があった。
①高齢者ができるボランティアがあれば参
加したい。
②現在購読している新聞から、別の新聞に
変更したいが、勧誘員が強引なので、断る
方法を教えてほしい。

①ボランティア募集のチラシを幾つか紹介
し、お渡しするとともに、シルバーバンク
事務所を紹介した。
②お話を傾聴するとともに、浦和消費生活
センターを案内した。

28-139 H28.12.4 委託職員

開館前より、「市民活動優先スペース」の
利用希望の方（主に学生）が、エレベー
ターホールに多数並んでいたため、座席数
に限りがあることから、並んでいる人の人
数を数え、座席数を超えている以降の方に
は、「席がないかもしれない。」と伝え
た。
その後、多数並んでいたことから、帰られ
た方もいたので、再度人数を数えていたと
ころ、並んでいた学生より、「割込みが
あったので、私達のところは座れなくなっ
てしまった。」とのお話があった。

割込については、開館前に、センター職員
で、並んでいる列の管理まですることは、
他の準備もあるため、難しいことを説明
し、納得していただいた。
並んでいる方のことも考え、人数を数え伝
えていたが、今回のようなこともあるた
め、今後は、人数は数えず、「（市民活
動）優先スペースは、座席数が44席となり
ます。」、「並んでいる列への割込や後か
ら来るお友達のための席取りは、ご遠慮く
ださい。」と伝えることとした。

28-140 H28.12.8 委託職員

団体の方より、「A3よりも大きいサイズの
賞状をプリントしたい。」という相談が
あった（今回、文部大臣賞をいただいたの
で、それを全員に渡したいということで
あった。）。

スキャナによる読み込みができないことか
ら、スマートフォンで撮影し、そのデータ
を加工し、少し厚めのマット紙で、カラー
印刷してみることとした。
その結果、無事プリントができ、大変喜ん
でお帰りになられた。

28-141 H28.12.9 委託職員

中央ラウンジのテーブルを使用してた団体
の方より、やや暗いので、電気を点けてほ
しいとのお話があった。
そこで、別の電気を点け、節電で蛍光灯を
間引いているところがある旨を説明したと
ころ、「間引いているのであれば、そのよ
うな表示をしてほしい。」という要望が
あった。

その後、残置灯を点けたら明るくなった。
照明の点灯・消灯について、節電の関係も
あるため、難しいところもあるが、丁寧に
対応していきたい。

主な窓口対応等［平成28年12月分］

□平成28年12月分［17件］
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-142 H28.12.9 委託職員

これまでも、クリスマス展示に参加してい
た団体の方より、「今年度は、周知が遅
く、直前まで分からなかった。準備の都合
上、早めに教えてほしい。」という要望が
あった。

クリスマス展示の周知が遅くなってしまっ
たことを謝罪するとともに、来年度以降、
実施する際には、そのあたりを改善して、
実施することを伝えた。

28-143 H28.12.12 委託職員
多目的展示コーナーの展示をご覧になった
来館者より、「今展示してあるものは、問
題ないのか。」という質問があった。

政治上の「主義」と「施策」の違いを説明
し、ご理解いただけるよう努めた。

28-144 H28.12.12 委託職員

電話にて、「コムナーレ９階に、誰でも利
用できる自習室があり、電源も自由に使用
できると聞いたが、間違いないか。」との
問合せがあった。

センターが、市民活動支援のための施設で
あることを説明のうえ、自習室はないこ
と、「市民活動優先スペース」の説明、市
民活動での使用であれば、使用する物品に
もよるが、電源使用が可能であることを伝
えた。
特に、「市民活動優先スペース」について
は、市民活動が優先されることや長時間の
利用はできないこと等を丁寧に説明した。

28-145 H28.12.12 委託職員

南ラウンジを利用していた団体の方より、
「照明が暗い。」、「食事をした利用者が
席を汚している。」、「匂いが気にな
る。」との相談があった。

お昼前後であり、天気も良かったことか
ら、一部照明を点け、ブラインドを上げる
ともに、座席を清掃して対応した。

28-146 H28.12.13 委託職員
「緩和ケア」に関する活動をしている団体
を教えてほしいという来館者があった。

話を詳しく聴いたところ、数年前にがんに
なり、現在は治っているものの、体力が落
ち、気力も落ち、悩んでいたとき、東京
で、がん患者が集まる会に参加し、とても
役立ったことから、本市にも同様の団体等
がないかと思い、相談に来たとのことで
あった。
そこで、サロン等を開催している団体や話
し合いの場を紹介した。
音楽好きということであったので、今後
も、センターに来館した際には、関係のイ
ベント等を紹介することとなった。

28-147 H28.12.14 委託職員

浦和コミュニティセンター第15集会室の利
用者の方より、「９階に集会室があるの
に、わざわざ10階の受付に行かなければい
けないのは、面倒である。」とのお話が
あった。

施設の違い等を丁寧に説明したが、納得い
ただけず、お帰りになられた。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-148 H28.12.15 委託職員

長年、ベトナムで日本語を教えている方が
来館され、１年のうち数ヶ月、日本に帰っ
て来るので、その時間を利用して、何かボ
ランティアをやりたいとの相談があった。

ベトナム語が話せるという能力を活かすと
いう部分で、国際交流センターの「日本語
サロン」を紹介した。
また、それ以外のボランティアにも興味が
あったことから、医療関係のボランティア
も紹介した。

28-149 H28.12.15 委託職員
大判プリンタで横断幕を作りたいので、原
稿の作り方を知りたいという団体の方が来
館された。

特別なソフトは使用できないとのことで
あったので、Wordを使い、カスタムサイズ
で原稿を作る方法を教えた。

28-150 H28.12.14 委託職員
印刷作業室の利用者より、「両替ができな
いのが不便であるので、何とかしてほし
い。」という要望があった。

その他代替手段等含め、今後検討すること
とする。

28-151 H28.12.19 委託職員

屋上庭園の出入り口の扉が鉄製であり、幼
児が指を挟みそうで怖いことがある。
以前も、母親がベビーカーを引いていた
め、もう一人の子どもの行動が把握でき
ず、別の母親が気にかけてあげていたこと
があった。

防災センターの方に確認したところ、扉に
は、既に可能範囲でのクッションがついて
いるが、外扉であるため、これ以上、クッ
ションを厚くすることが不可能であるとの
ことであったが、扉の閉まる速度を遅くし
てもらうこととなった。
また、扉のドアノブ近くに、注意書きの掲
示をし、周知喚起することとした。

28-152 H28.12.23 市職員

特殊な形式のデータを持ち込み、それを、
A0版に拡大印刷したいという利用者の方が
来館された。
通常の方法で、大判プリンタで印刷を行お
うとすると、通常表示される印刷プロパ
ティが表示されない、また、「90度回転」
のタブが表示されず、用紙の長さが節約で
きないという症状があった。

データをPDF化することで、通常どおり、
印刷をすることができた。

28-153 H28.12.28 委託職員

印刷作業室の利用者の方より、印刷作業室
のパソコンで、USBに保存してあるデータ
を開くと、フォントが変わってしまうこと
がある、また、微妙に行がずれてしまうこ
とや挿入した図形等の位置が変わってしま
うことがあるとの相談があった。

利用者の方のパソコンと、センターのパソ
コンに内蔵されているソフトのバージョン
が違うこと、また、特殊なソフトにより作
成したデータの場合、行のずれや図形等の
位置が変わってしまうことがあることを説
明し、詳細が気になる場合には、印刷をす
る前に、必ずプレビュー画面等で確認のう
え、印刷するようにお願いをした。
フォントについては、登録されていないも
のもあることから、データに修正がない場
合は、PDFにしてから、ご持参いただくこ
とを勧めた。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-154 H29.1.4 委託職員

放置自転車追放ポスターコンクールで賞を
取られた学生の父親より、「自分の子供の
ポスターが、ポケットティッシュのカバー
の絵になっている事を知らなかった。もし
よければ、少しだけ多く貰ってもよい
か。」とのお話がありました。

「コンクールでの受賞おめでとうございま
す。」とお伝えし、受賞者の親族というこ
とも加味して、少し多くお渡ししました。

28-155 H29.1.6 委託職員
「９階で食事ができるという話を聞いて来
たのだけれども、食事はできるのか。」と
いう質問があった

センターが、市民活動支援のための施設で
あること、市民活動の一環として、食事を
しながら打合せやミーティングを行うこと
はできるが、市民活動以外での食事はご遠
慮頂いていることを説明し、ご了解いただ
いた。

28-156 H29.1.7 委託職員
「センターの中で、ユニバーサルデザイン
が適用されている場所を知りたい。」とい
う親子が来館された。

話を聞いてみたところ、子どもの宿題
（ノーマライゼーション関係）で調べてお
り、インターネットで検索して、来館され
たとのことであった。
そこで、バリアフリー対応のパントリーを
案内した。

（補足）センター西側の自動販売機近くに
ある水飲み場もユニバーサルデザインで
あったと報告され、お帰りになられた。

28-157 H29.1.8 委託職員
子ども連れの数名程度の来館者より、「食
事ができる場所があると聞いたけれども、
ここでよいのか。」という質問があった。

詳しく話を聴いたところ、母子・父子のコ
ミュニティを広げる活動をしており、食事
をしながら、打合せをできる場所があると
聴いて、来館されたとのことであった。そ
こで、センターの理念や機能等を説明し、
南ラウンジを案内した。利用後、窓口にお
見えになり、とても良い場所なので、今後
活動を広めていくために、これからも利用
したいとおっしゃってお帰りになられた。

28-158 H29.1.13 委託職員
中央ラウンジで、外国籍の子どもがトラン
プをして大声で遊んでいた。

日本語も話せたので、話をしたところ、国
際交流センターの利用者関係の子どもで
あった。
他に利用者の迷惑にもなるから、大きい声
は出さないように優しく伝え、理解しても
らった。

主な窓口対応等［平成29年１月分］

□平成29年１月分［16件］
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-159 H29.1.13 委託職員
団体の方より、センターの窓口に飾るため
の紙で作成した雛人形をいただいた。

市民活動サポートセンターフェスティバル
で、紙人形の作り方を子ども達に教える企
画を考えているとのことであった。

（補足）使用する紙は、家にある包み紙の
残ったものなどを再利用するそうです。

28-160 H29.1.14 委託職員
印刷作業室で、バックがなくなったとの申
出があった。

申出された方より、「隣でコピーをしてい
た女性が間違って持っていってしまったの
かもしれない。」との話があったので、コ
ピー機を使用していた方を探したところ、
南ラウンジにいた。
申出された方のお話どおり、コピー機を使
用していた方が、自分のバックの横にあっ
たバックを、勘違いして、２つ持っていっ
てしまっていたことが分かり、無事見つけ
ることができた。

28-161 H29.1.14 委託職員
団体ロッカーの利用団体の方より、「扉が
硬くて開閉しづらいので、来年度は、別の
場所に変更したい。」との話があった。

一部利用しづらくなっている団体ロッカー
については、適宜、業者の方に来てもら
い、可能な範囲でメンテナンスをしても
らったりしているが、完全に状態が良くな
らないこともあることから、来年度の利用
希望で場所を変更することを検討してもら
うこととした。

28-162 H29.1.19 委託職員
「電気代を不正請求された。こちらで相談
に乗ってもらえるか。」との問合せがあっ
た。

センターは、市民活動の支援施設であるこ
とを説明したうえで、問合せ内容から、関
係団体ではなく、消費生活センターを案内
した。

28-163 H29.1.19 委託職員

電話にて、「ホームレスらしき者が、自分
の畑にブルーシートで家を作り、住み着い
てしまった。どこか対応してくれるところ
はないか。」との相談があった。

なるべく穏便に済ませてたいとのことで
あったことから、ホームレスと直接話をし
て、生活保護や居住支援をしてくれる団体
を紹介した。

28-164 H29.1.23
委託職員
市職員

「市民活動サポートセンターフェスティバ
ルのパンフレットはありますか。」との問
合せがあった。

どのような団体が参加しているかを知りた
かったとのことであった。
現時点では、まだチラシしか完成していな
いこと、パンフレットはの完成時期をお伝
えするとともに、是非、フェスティバルへ
を観に来てほしい旨を伝えた。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-165 H29.1.24 委託職員

「市民活動サポートセンターフェスティバ
ルの参加申込をしたい。」と、団体の方が
来館された。すでに、参加申込を締め切っ
ていることを伝えたところ、実施予定や参
加募集のPRを早めにしてほしいとのご意見
があった。

実施予定や参加募集のPRが遅くなってし
まったことをお詫びし、今回のご意見を、
今後のイベントの改善につなげていくこと
をお伝えした。

28-166 H29.1.26 委託職員

来館者より、「NPOは、利益を求めてはい
けないそうだけれども、そこで活動してい
る人達は、どうやって食べている（生活し
ている）のか。災害支援などのボランティ
アに参加したことがあるが、そのような人
達は、「我こそはボランティアの見本
だ。」みたいな顔をしていたり、能力的に
劣る人を馬鹿にしたりする人が多いという
ように、自分は感じている。」とのお話が
あった。

NPO法人も収益を上げることができるこ
と、ただし、それを役員で分配することが
できないこと、事業内容によっては職員を
雇用し給料も出すことができることなど、
ＮＰＯ法人の基本的な仕組みを分かりやす
く説明した。
法人を維持していくためには、寄付金や会
費が必要であること、最近では、事業を行
うために、クラウドファンディングと呼ば
れる資金集めの方法もあること、団体に
よっては、無償で活動している理事がいる
ことなども説明した。
来館者の方が言うようなボランティアの方
がいるのだとしたら、その方は、ボラン
ティアの精神や本質が分かっていないこ
と、また、その逆で、そのようなことをき
ちんと理解している方も多数いることをお
伝えした。

28-167 H29.1.27 委託職員

毎月、北ラウンジを利用している団体の
方々より、「センターの案内表示が新しく
分かりやすくなった。」とのお話があっ
た。
壁面にはっきりと「北ラウンジ」と表示が
されており、大変良いと仰っていただい
た。
岩槻や川越方面の会員が多く、以前は、大
宮のソニックシティ等を利用していたが、
センターの方が良いということで、大変喜
ばれていた。

「今後も、だれもが心地よく利用できるよ
うに、センター内の改善に努めてまいりま
す。」とお伝えした。
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対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-168 H29.1.29
市職員

委託職員

チラシの連絡先について、「これまでは、
電話番号を記載していたが、自宅の電話番
号であるため、電話番号以外にはどのよう
な方法があるか。」との相談があった。

チラシに興味・関心を持った人が、詳細を
問い合わせることができるよう、必ず連絡
先は記載する必要があることを伝えたうえ
で、企業が発行する無料メールアドレスを
連絡先とするのが最も簡易的であるととも
に、団体にとっても利用しやすいと説明し
た。
また、メールでの問合せにする場合は、
メールを定期的に確認し、問合せに丁寧に
対応することが大事であることも説明し
た。
詳しく話を聴いてみたところ、相談者のご
家族も、「自宅の電話番号ではなく、メー
ルでの問合せにしたらどうか。」と言われ
ていたとのことであり、家族にアドレスの
取得をしてもらい、それを問合せ先にする
こととなった。
「気になっていたことが解決できて良かっ
たです。」と感謝を述べられ、お帰りに
なった。

28-169 H29.1.29
市職員

委託職員

「座禅」を行う団体の方より、「普段は、
「市民会館うらわ」や公民館を使用してい
るが、宿泊もでき、活動もできるような施
設はないか。」、また、「現在は、市の生
涯学習総合システムに登録して、情報発信
を行っているが、その他情報発信が可能な
ツールはないか。」との相談があった。

当センターと、生涯学習総合センターの説
明をしたうえで、宿泊もでき、活動もでき
るような施設として、「別所沼会館」や
「ときわ会館」を紹介した。また、市内の
寺院に相談してみることを提案するととも
に、市内のコミュニティカフェを紹介し、
飲食しながらの交流会を合同で開催してみ
ることなども提案したところ、早速連絡し
てみるとのことであった。
また、情報発信については、当センターに
チラシが設置できること、また、「さポッ
ト」を紹介し、後日担当より連絡すること
とした。
また何かあれば、いつでも相談しに来てく
ださいとお伝えし、喜んで、お帰りになっ
た。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-170 H29.2.1 市職員

現在、資格試験の勉強をしている方（２
名）が来館され、「ここ（センター）で、
複数名で相互に教え合いながら、勉強
（会）をすることができるか。」というご
相談があった。

当センターが市民活動を支援するための施
設であること、また、市民活動の趣旨や定
義等を説明したうえで、資格試験や勉強
（会）の詳細をお聞きしたところ、現在
は、まだ個々人による資格取得を超えるも
のではなかった。そこで、「市民活動優先
スペース」の説明をするとともに、今後、
資格取得をしたのち、営利活動ではなく、
仲間同士で団体・グループをつくり、地域
課題の解決など、公益的な活動をしようと
いう話になったら、是非、また相談に来て
ほしいと伝えた。福祉系の資格を目指して
いる者が多く、高齢者や生活困窮者をはじ
め、幅広く生活のサポートをしていく仕事
や活動をしていきたいという方々であり、
またいずれ相談しに来ますとのことで、お
帰りになった。

28-171 H29.2.1 市職員

団体ロッカー等の来年度利用希望調査の手
紙を一斉郵送したところ、とある登録団体
の方より、電話にて、「担当者となってい
た者は、現在、団体を辞めている。また、
団体の活動はあるが、今のところ、団体
ロッカー等を利用する予定はない。」との
問合せがあった。

今後も、登録団体として、センターを利用
する場合は、「市民活動団体登録事項等変
更届」により、担当者変更をしてほしいこ
と、また、団体ロッカー等の利用予定がな
いのであれば、団体登録を取り消すことも
でき、取り消しても、ラウンジや印刷作業
室等は、引き続き利用できること等を説明
した。

28-172 H29.2.1 委託職員

登録団体の方より、電話にて、「団体ロッ
カー等の利用希望調査の手紙が届いたが、
自分は、今は担当者でない。今回は、自分
の方で、新担当者に渡しておくが、今後、
新担当者宛てで郵送してほしい。」との問
合せがあった。

センターからの今後の郵送のことを考え、
時間のあるときに、「市民活動団体登録事
項等変更届」を提出することを依頼した。

28-173 H29.2.1 市職員

団体ロッカー等の利用希望調査のお手紙を
郵送したところ、担当連絡先の施設の方よ
り、電話にて、「（担当者の方は、）最
近、施設に来ていない。連絡先が分からな
いので、センターにて連絡を取ってもら
い、施設に来館してほしい。」旨の依頼が
あった。

センターにて、担当者に連絡を取ったとこ
ろ、「団体ロッカー等を利用する予定はな
いので、手紙は廃棄してもらって構わな
い。」とのことであったので、その旨を施
設の方にお伝えした。なお、今後は、あま
り施設に行く予定もないとのことであった
ので、「団体連絡先」の変更する場合は、
「市民活動団体登録事項等変更届」を提出
するよう依頼した。

主な窓口対応等［平成29年２月分］

□平成29年２月分［22件］
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-174 H29.2.2 委託職員
高速カラー予約利用の方より裁断機が２台
とも切れ味が悪い。改善して欲しいとのご
意見がありました。

利用者の声としてあげさせていただきま
す。

28-175 H29.2.2 委託職員

登録団体の方より、電話にて、「団体ロッ
カー等の利用希望調査の手紙が届いたが、
団体はもう消滅しているので、登録を取り
消してほしい。」との依頼があった（その
旨を話されたあと、一方的に切電され
た。）

ご立腹されていた様子であったため、こち
らから電話をかけることはせず、団体登録
情報として記録し、今後、対応方法を検討
することとした（団体登録を取り消すため
には、「市民活動団体登録取消届」の提出
が必要であるため。）。

28-176 H29.2.2 委託職員

団体ロッカー等の利用希望調査のお手紙を
郵送したところ、登録団体の担当者の妻よ
り、電話にて、「夫は亡くなったので、団
体の方に直接郵送してほしい。」との連絡
があった。

センターより、団体に連絡を取り、郵送等
に関する調整をすることとした。

28-177 H29.2.3 委託職員
登録団体の方より、「団体名と担当者名が
変更になっている。」との連絡があった。

「市民活動団体登録事項等変更届」の提出
を依頼したところ、「団体の規約も変更に
なっているので、時間の都合がつくとき
に、規約も持参し、提出にうかがうとのこ
とであった。

28-178 H29.2.3 委託職員

「俳句は難しいため、川柳をやってみたい
と思っているので、川柳を楽しんでいる団
体を紹介してほしい。」との問合せがあっ
た。

団体登録情報を検索したところ、川柳を主
な活動内容としている団体があったので、
その団体を紹介した。

28-179 H29.2.3 委託職員

登録団体の方より、電話にて、「団体ロッ
カー等の利用希望調査の手紙が届いたが、
自分は、今は担当者でない。」との問合せ
があった。

団体登録情報を確認したところ、団体の担
当者は変わっているとのことであったが、
「市民活動団体登録事項等変更届」が提出
されていないため、センターの団体登録情
報が変わっていないことをお伝えするとと
もに、センターからの今後の郵送のことを
考え、時間のあるときに、当該変更届を提
出することを依頼した。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-180 H29.2.4 委託職員

登録団体の方より、「以前、団体ロッカー
を利用していた（記憶はある）が、担当者
が変わったこともあり、現在の状況が分か
らない。未払いの使用料があるのではなか
いかと不安になった。」との問合せがあっ
た。

問合せ者の説明どおり、以前は利用してい
たが、数年前より利用していないことが分
かったので、そのことをお伝えするととも
に、未払い金もないことを説明した

（補足）使用料は、利用申請時に支払うた
め、未払い金のようなものはない。

28-181 H29.2.8 市職員

登録団体の方より、メールにて、「団体の
事務所の所在地が変わったので、担当連絡
先の住所を変更したい。」との連絡があっ
た。

電話にて、団体の担当者に連絡し、「市民
活動団体登録事項等変更届」の提出を依頼
したところ、市民活動サポートセンター
フェスティバルの際に、来館する予定があ
るので、その際に手続きをするとのことで
あった。

28-182 H29.2.9 委託職員

登録団体の方より、「お手紙でいただいた
利用希望調査を提出しなければ、自動的に
利用終了となるか。」との問合せがあっ
た。

事前申込をしなければ、自動的に利用終了
となることを説明した（なお、利用状況を
確認したところ、問合せ時点での団体ロッ
カー等の利用はなかった。）。

28-183 H29.2.10 委託職員

貸出機材を利用された団体の方より、
「データプロジェクターで映した画面が黄
色くなってしまう。どうやら信号ケーブル
の接続不良のようである。」とのお話が
あった。

別のデータプロジェクター付属の信号ケー
ブルをお貸しして、対応する。

（補足）後日、信号ケーブル等の点検を
行ったところ、当該ケーブルが故障してい
ることが判明したため、新しいケーブルを
購入し、交換した。

28-184 H29.2.19 委託職員
登録団体の方より、「団体ロッカー等の利
用希望調査をなくしてしまった。」との連
絡があった。

利用希望調査の期限までに、センターに来
館する予定があるとのことであったので、
その際に、改めて申込用紙をお渡しし、そ
のまま提出していくこととなった。

28-185 H29.2.19 市職員

多目的展示コーナーの利用予定がある団体
の方より、「昨年も利用したのだが、その
設営の際に、ラウンジを利用している団体
の方より、「声が大きくて、うるさい。」
との苦情を受けた。団体は高齢者も多いた
め、どうしても声が大きくなってしまうこ
とがあるが、それは駄目なことなのか。」
との問合せがあった。

ラウンジは、会議やミーティング等をする
ところであるが、その際の「声のボリュー
ム」（どこまでが可で、どこまでが不可で
あるか。）に基準などは当然ないことを説
明したうえで、設営にあたっては、「他の
利用者の迷惑とならないように」、また、
各利用団体が、「お互いに気をつかい、お
互いに譲り合って」利用してほしい旨をお
伝えし、ご理解いただいた。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-186 H29.2.20 委託職員
団体の方より、市民活動サポートセンター
フェスティバルのリーフレットの配布時期
は、いつごろか。」との問合せがあった。

市職員に確認のうえ、来週中を予定してい
るとお答えした。

28-187 H29.2.20 委託職員
シェアハウスを運営している団体の代表者
とそのメンバーが来館し、団体の今後の運
営等について相談があった。

詳しく話を聴いてみたところ、来館された
メンバー（２人）は、カフェの運営に興味
があるとのことであったので、昼食の時間
を開放したいという飲食店の情報を提供し
た。
なお、そのメンバーは、カフェの運営に興
味はあるものの、まだ、具体的なプランは
イメージできていないとのことであったの
で、もう少し、理念やコンセプト等をまと
めてもらうようにアドバイスした。
また、代表者より、シェアハウスを運営す
るうえで、ようやく入居や住民の生活も安
定してきたが、運転資金がやや不足してき
ているとのことであったため、助成金の情
報を提供するとともに、マッチングファン
ドの紹介をするために、市民協働推進課を
案内した。

28-188 H29.2.21 委託職員
団体登録を希望されている方が来館され、
会則の作成方法等に関する相談があった。

任意団体の会則であるため、会則に記載す
る必須事項が必ずしもあるわけではない
が、今後、当該団体が活動するうえでの目
的や活動していくために必要な内容を盛り
込み、メンバー間で共有していくようにア
ドバイスを行った。また、他団体の会則に
よく記載されている一般的な記載事項も紹
介したところ、改めて、メンバーで会則の
内容を検討し、作成したのち、改めて来館
することとなった。
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No.
対応

年月日
対応者 相談等内容 対応内容

28-189 H29.2.23 委託職員
団体登録を希望されている方の妻が来館さ
れ、当該団体の登録等に関する相談があっ
た。

話を聴いてみたところ、当該団体は、全国
的な団体の支部であり、今後、本市を中心
に活動する支部としての登録をしたいとの
ことであったが、支部としての規約はな
かった。大元の団体の規約を確認したとこ
ろ、組織としての支部の存在は確認できた
が、活動内容が不明確であったことから、
支部の活動内容が分かるものがないか相談
したところ、支部が作成した冊子等がある
とのことであった。登録自体を急いでいる
わけではないということもあったため、そ
の冊子等を持参して、再来館されることと
なった。

（補足）後日、来館され、支部が作成した
冊子とともに、支部の活動目的や活動内容
が分かる会則を新たに作成され、持参さ
れ、登録していかれた。

28-190 H29.2.25 委託職員
団体の方より、電話にて、３月４日（土）
のラウンジの利用予約をしたい旨の連絡が
あった。

３月４日（土）は、市民活動サポートセン
ターフェスティバルがあるため、利用予約
はできない旨をお伝えした。

（補足）３日（金）及び５日（日）含め、
その後、同様の問合せ等が複数あったが、
丁寧に説明を心がけた結果、苦情となるも
のはなかった。

28-191 H28.2.28
市職員
委託職員

今後、高速カラープリンタを利用する予定
がある団体の方より、「専用用紙を大量に
購入することは可能であるか。」との相談
があった。

用紙の発注・納品等に一定の時間がかかる
ことから、あらかじめ早い時期に必要枚数
を教えてほしいこと、また、紙の劣化等も
あり、センターで在庫を大量に抱えること
は難しいため、購入の取消は原則不可であ
ることをお伝えした。利用日近くになって
からでないと、必要枚数が確定しないとの
ことであったため、団体自ら、直接業者に
発注することとなり、業者の連絡先等をお
伝えした。
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実施事業［市民活動サポートセンターセミナー］ 

１ セミナー名 

ＮＰＯ法の改正に関する説明会 

２ 趣旨 

平成 29 年４月１日に改正施行される「特定非営利活動促進法（NPO 法）」の内容に関

する説明会を実施し、本市の市民活動の支援を行う。 

３ 主な対象 

さいたま市所管のＮＰＯ法人及びこれから NPO 法人を目指す市民活動団体 

４ 会場 

（１）浦和会場：浦和コミュニティセンター・第 15 集会室 

 （２）大宮会場：生涯学習総合センター・多目的ホール 

５ 日時 

（１）浦和会場：平成 29 年１月 24 日（火） 午後７時から午後８時 30 分まで 

 （２）大宮会場：平成 29 年１月 26 日（木） 午後２時 30 分から午後４時まで 

６ 内容 

（１）特定非営利活動促進法（NPO 法）の改正内容について 

 （２）質疑応答 

７ 講師 

 市民協働推進課（協働係［NPO 担当］）職員 

８ 参加団体数 

（１）浦和会場：58 団体（70 名） 

 （２）大宮会場：60 団体（76 名） ※２日合計：118 団体（146 名） 

９ セミナー風景 

≪浦和会場≫ ≪大宮会場≫

資料２－１ 
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実施事業［市民活動サポートセンターフェスティバル］ 

１ フェスティバル名 

さいたま市市民活動サポートセンターフェスティバル 

２ 趣旨 

主にさいたま市内で活動する市民活動団体の PR を行うとともに市民活動団体相互の

交流を図り、更に、市民活動への理解や関心を高め、新たな市民活動への市民参加を

促進する。 

３ 会場 

  さいたま市市民活動サポートセンター 

４ 日時 

  平成 29 年３月４日（土）及び５日（日）  

（両日共に）午前 10 時から午後４時まで 

５ 内容 

  別添「平成 28 年度さいたま市市民活動サポートセンターフェスティバル・プログラム」

参照 

６ 参加団体数 

区分 小計 合計 

ブース・ステージ参加団体 ９団体

39 団体ブース参加団体 25 団体

ステージ参加団体 ５団体

７ 広報 

（１）ポスター掲示及びチラシ設置 

   ・市民活動サポートセンター及び市民広場 

   ・区役所（10） 

   ・コミュニティ施設（20） ・文化施設（10） 

   ・公民館（52） ・図書館（24） 

   ※参加団体によるチラシ配布協力（27 団体） 

（２）「市報さいたま」への記事掲載（平成 29 年２月号） 

（３）さいたま市ウェブサイトへのコンテンツ掲載 

（４）さいたま市市民活動サポートセンターウェブサイト「さポット」へのコンテンツ 

掲載 

 （５）区役所催事情報システムへのコンテンツ掲載 

 （６）フェスティバル当日のプログラム等配布（浦和パルコ前） 

８ 来場者数 

区分 小計 合計 

平成 29 年３月４日（土） 2,560 人
4,645 人

平成 29 年３月５日（日） 2,085 人

資料２－２ 
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＊参考（昨年度実績：第４回コムナーレフェスティバル） 

区分 小計 合計 

平成 28 年３月５日（土） 3,200 人
6,600 人

平成 28 年３月６日（日） 3,400 人

  ※９階（市民活動サポートセンター）のみ 

９ 経費（業務委託料） 

1,036,800 円（税込） 

  ※業務委託の内容 

   ・件名：さいたま市市民活動サポートセンターフェスティバル会場設営等業務委託 

   ・履行期間：平成 28 年 10 月 26 日から平成 29 年３月 15 日まで 

   ・受託者：株式会社グリーン企画社 

   ・業務内容：会場設営、看板等作成、運営補助、ポスター等作成、図面作成・記 

録、イベント保険の加入 

10 アンケート 

区分 回収数 

参加団体アンケート 38 団体

来場者 114 枚

    ※Ｐ３～Ｐ15「アンケート結果」参照 

11 第３回利用者懇談会における意見 

平成 29 年３月 15 日（水）開催 

  ※Ｐ16～17「第３回利用者懇談会における意見」参照 

12 フェスティバル風景 
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アンケート結果 

１ 参加団体アンケート（回収数：38 団体） 

（１）今回のフェスティバル（申込）は何で知りましたか。（複数回答可） 

項目 件数 

市報さいたま 1

さポット 2

センター内のチラシ・ポスター 18

公共施設設置のチラシ 4

市民活動団体メンバー 10

友人・知人 2

その他 8

    ※有効回答数：45 件 

（２）説明会の回数及び内容はいかがでしたか。 

項目 件数 

十分 6

おおむね十分 10

普通 11

やや不十分 6

不十分 5

   ※有効回答数：38 件 

 （３）今回のフェスティバルはいかがでしたか。 

項目 件数 

満足 2

おおむね満足 6

普通 12

やや不満足 12

不満足 6

  ※有効回答数：38 件 

 （４）次回（次年度）にフェスティバルが開催されたら参加しますか。 

項目 件数 

参加する 31

参加しない 1

  ※有効回答数：32 件 
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（５）今回のフェスティバル全般に対する、ご意見・ご要望がありましたらおかきくだ

さい。 

    ⇒35 件（別紙１のとおり） 

 （６）今後開催してほしい（したい）、イベントがありましたらお書きください。 

    ⇒10 件（別紙２のとおり） 
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別紙１：今回のフェスティバル全般に対する、ご意見・ご要望がありましたらお書きくだ

さい。 

・参加者が少なかったので、広報などで人があつまるような対策をしたほうがよいかと思

います。 

・例年と違い、参加団体のフェスティバルに対するかかわりが少ないことから、参加団体

自身のフェスティバルに対するもりあげなどにモチベーションが感じられないし、私共

も何か参加しているというより、参加させてもらっている感が強いように思います。 

なので、フェスティバルのやり方について再考していただけるとありがたいです。 

・①４～５年参加してますが今年度の来客者の人数が激減。PR 不足を感じます。 

各地の掲示板で確認不可（今年は中止？）。お子さんが少なく残念でした。 

②９Ｆと 10Ｆのパンフレット２冊とはイベントとして理解できません。 

・フェスティバル開催について、今回は社会福祉協議会の地域活動ボランティアの立場で

NPO 団体活動支援は地域の社会貢献されている市民活動ボランティアが共に２日間市民

活動サポートセンタースタッフの方々とつながって小さいけれど輪になり助け合って活

動しました。 

スタッフのみなさんに準備していただきありがとうございます。 

・最初から机・イス・ホワイトボードなど設置されていて準備の手間がかからず良かった。 

・来客数が少なかった。もっとアピールが必要。 

・来場者が少なく例年よりさびしい開催だった。 

知っていただく機会なので、広報し、10 階のイベントと合同で物品販売を９階でもやっ

てほしい。 

・前年までに比べ出展ブースが少なくまた、10Ｆのコミセンまつりに来場者が引き寄せら

れて、９Ｆの会場は閑散とし、盛り上げにかけた。 

今までのように８、９、10Ｆが合同し、実行委員会方式で開催するのがベターではない

かと思います。 

・10Ｆ、９Ｆ合同がいいのでは？ 

・業者ではなくみんなで準備と片づけをしたかった。 

・参加者不足です。実行委員会方式でやってほしい。 

・大変お世話様でした！市直営となってから最初の大イベント、ご苦労も多かったことと

思います。 

まずは開催して下さったことに敬意を表します。 

しかし、これまでのフェスタの成果をふまえ、市民の力を期待し、信頼し、引き出す方

向、経費節減の方策もぜひ今後検討していただきたいと思います。 
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地域で地道に活動している障害者や震災支援の参加団体が多かっただけに、取組の遅れ

などから来場者が激減したことはとても残念でした。次回に期待しています。 

・昨年までに比べ全体的に見に来た人（特に子供）が少なく宣伝不足だと思います。 

ステージで音響設備が途中で故障し音楽がかからなくなったのは非常に困りました。 

予備を準備しておいてほしかったです。 

ステージは 12：00 からでしたが、前の団体が 10 分程早く終わりかけたので、手品の呼

び込み宣伝をしようとしたら 12：00 まではやめてほしいと言われました。 

ステージ上で何もやっていないのですから、融通をきかせてほしかったです。 

・今年度フェスティバルは、自治会掲示板にフェスティバルポスターが貼ってなかったよ

うです。 

市民への情報周知を参加団体と共に考えられると良いと思います。 

また、スタッフの皆様や参加団体の皆様からたくさん商品を購入して頂き、参加メン  

バーは喜んで無事帰宅しました。 

・せめて近隣の小学校・幼稚園への案内チラシを配ってください。 

子供の来場が非常に少なかった。つまりその親も来なかった。 

机の大きさがマチマチで設定しにくかった。 

狭かったが空いているスペースが大きすぎた。 

飲食できる所やすわれる所を増やして欲しい。 

「いいまつりにしていきましよう！」のムードがなかった。つまり、上からの形のおし

つけ的だった。実行委員長がいなかった。 

市の職員の人が出店の人たちのことどんな活動をしているのか。何を作っているのか、

何という人がやっているのか、「サポート」の意味そのもの。 

どんな手伝いを市の職員の方がしたらいいのか等々関心が薄かった。つまり、日常の出

入りの時から、活動する人々の名前と活動内容を知り、人間どうしのつながりを強くも

とうとする意識が感じられなかった。 

チラシ（各団体で裏に自分のアピールをするように渡された）は紙が悪く、印刷する気

にならなかった。もっと良い紙にしてほしい。 

10Ｆの人が９Ｆに、９Ｆの人が 10Ｆに行き来し、お互いの活動を知り、盛り上げるため

の施策がなかった。 

どんな団体がどんなことをして参加するのかわかるチラシを当日以前に配布して、宣伝

しておかなければ、人は来てくれない。 

・広報不足と思いますが、訪問者が少なかったと思います。 

十分に宣伝する必要があります。よろしくお願いいたします。 

広報（学校（小学校）へのちらし配布があれば）活動があれば参加可能です。 

・前年に比べて人の流れがさびしかった（参加団体の数の違いだと思いますが）。 

今回のフェスティバル開催を知りえないグループが多々あったようです。 

・来場者が全体的に少ない印象がありましたが子供さん向けのブースもありましたので、

周辺地区への（小学校等）周知はどうされていたのか疑問でした（実施されていたらす

みません）。 
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・浦和コミセンの方が利用者が多かったような気がします。 

また会場も明るく楽しい雰囲気を感じました。 

・サポセン正常化初のフェスタ、ほのぼのと大成功！おめでとう。 

・去年とちがい参加者の子供も少なかったです。 

一階で催しをやり、上にアピールした方が、もっとたくさん参加者がふえると思います。

よろしくおねがいします。 

・市民活動というより、生涯学習グループの参加が多く、NPO としての学び、出会いが少

ない。 

イベントの時間が長い。２日間も不要。やるなら１日３Ｈ程度で、多くの団体が参加で

きるように。 

せめて出展団体に駐車券の補助などの配慮がほしい。 

出展団体の人以外ほとんど来客なし。 

・参加団体も少なく、来る人・子どももすごく少なかった。 

もっと集客のための努力が必要。説明会以外話し合いができる会が必要だと思う。 

事前に配布されたパンフレットの裏面に参加団体を入れて欲しい。配るときに内容がわ

かり、参加者に呼びかけやすい。 

・今回のフェスティバルは子供の参加が少なく残念でした。 

もっと積極的にＰＲしてほしかったという思いです。 

・昨年度に比べて集客がまばらだったのは残念でした。 

昨年度と全てを比較する訳にはいかないですが、スタンプラリーは手間がかからず集客

が見込めるものなので、あって良いと思いました。 

せっかくのイベントなので、もっと時間をかけて集客への工夫について打合せをしても

良いと思いました。 

・広報等の役割分担を明確にしてほしい（主催者側と参加団体側の）。 

・①９Ｆの客を 10Ｆへ（その逆も）という相互の助け合いが必要では。せめてパンフは一

体化しては。 

②スタンプラリーがあると活気が出るのでは。 

③テーマ別のコーナーをより盛り上がるようにＰＲするとわかり易いのでは。 

・全体準備を全て市の方でやって頂き、参加団体としては楽でしたが、市民活動（市民が

主人公）という視点に重きを置くなら、実行委員会を作り、市民の手作りの運営の視点

もあればさらに“協働”に近づけると思いました。 

また、せっかく作って下さったステキなプログラムを１Ｆのエレベーターわきのラック

に置いたり、公民館や学校などに市の方からも広報活動して頂いてもよかったかと思い

ます。 

・参加団体を増やす必要があると考えます。 
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・やはり企画から団体に参加してもらえるようにした方が良いと思う。 

・もう少しお客様が多かったら良かったです。例年より少しさびしかったかな？ 

・テーマや目的をはっきりさせて全参加団体にご理解いただくような説明会を開催してい

ただきたい。広報をもっとしていただきたい。 

①広報について 

今回はフェスティバルを開催すると決定してから短時間で準備しなければならなか

った事情もあると思いますが、広報がほとんどされていなかったと思います。そのため

来場者が少なかったのだと思います。 

遅くても半年前に参加団体を決め、会議を重ね、２か月前にはチラシが完成し、各団

体にチラシを 50 枚～100 枚配布していただき、その他各区自治体、公共施設、小学校に

配布していただきたいと思います。 

詳細なプログラムも参加団体に配布されませんでした。こんなに立派なプログラムじ

ゃなくてもいいので、各団体に配布してください。各団体に広報していただいてくださ

い。自分たちの活動を市民の方に知っていただくフェスティバルでもあるので、自分た

ちで広報することも大切です。 

②テーマ、目的について 

このフェスティバルのテーマや目的がご理解いただけていない市民活動団体が多い

ように感じました。 

サポセンフェスティバルとコミセンまつりは異なることをもっと明確にしていただ

きたいと思います。単なる活動発表会のようでした。市民活動団体としてどういうこと

を市民の方にご理解いただき、どのように一緒にまちづくりをしていきたいのか、わか

りませんでした。 

ステージで活動発表をさせていただきましたが、「次は～です。」などというアナウン

スは不要だと思います。自分の団体がどのように、何のために市民活動をしているのか

を自分たちが説明して、活動発表をすべきと考えます。そのための説明の時間が 3分必

要なので、ステージでの入れ替え時間として 10 分は必要です。 

③当日キャンセルについて 

市民活動団体であれば、参加予定だった人が来られなくなった場合はどうするかも考

えて出展すべきと思います。 

代表や出演者が１人当日来られなくても他の方がカバーできないと困ります。市内に

広報をしたらその時間を目指して来場する方がいらっしゃることを考えていただきた

いと思います。そういうことも含めて参加する意義や心構えが各団体に浸透していない

のではないかと思いました。 

当日キャンセルが出て空き時間や空ブースができてしまった場合はどうするか、主催

者としての対応も事前に考えておく必要があると思います。 

・日曜日の午前だったこともあり、参加者が少ないような気がします。 

・見学も含めての来訪者が少なかったように思います。参加団体の数は、前とどうだった

かは確認してませんが、すこしさみしかったですね。 

・来客が少なかった。もっとＰＲが必要。参加活動団体と交流が図れた。 
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別紙２：今後開催してほしい（したい）、イベントがありましたらお書きください。 

・コムナーレフェスティバルを復活してほしい（できれば）［時期：３月］ 

・チラシセッション・スタンプラリー・チラシパレード（１Ｆでチラシまく）、コムナーレ

全体でフェスティバルやりたいです。［時期：３月］ 

・サポセン問題について 

・震災支援関連の団体のつながりカフェ・交流広場のようなもの［時期：３月］ 

サポセンフェスタ（夏のまき）［時期：８月］ 

・（仮）ステージでの定例ミニコンサート（演芸）サポセンミニステージ等［時期：毎月］ 

・子供たちの遊び場［時期：３月・５月］ 

・防災、災対系のイベント［時期：９月］ 

・3.11 東日本大震災の復興支援イベント［時期：３月］ 

・今回と同じようなイベントをパルコ前（1F）と行き来できるようにすると、さらに楽し

く活動を知ってもらい市民参加の活動につながると思います。［時期：８月］ 

・平和について［時期：８月］
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２ 来場者アンケート（回収数：114 枚） 

 （１）あなたのお住まいはどちらですか。 

項目 件数 

西区 1

北区 5

大宮区 8

見沼区 3

中央区 5

桜区 2

浦和区 37

南区 17

緑区 20

岩槻区 3

市外 12

    ※有効回答数：113 件 

 （２）あなたの年齢をお聞かせください。 

項目 件数 

９歳以下 0

10 代 4

20 代 6

30 代 18

40 代 15

50 代 15

60 代 21

70 歳以上 34

※有効回答数：113 件 

 （３）どなたとお越しになりましたか。 

項目 件数

市民活動団体メンバー 30

家族 31

友人・知人 20

ひとり 30

その他 2

    ※有効回答数：113 件 
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 （４）今回のフェスティバルが開催されることを何で知りましたか。（複数回答可） 

項目 件数 

市報さいたま 18

さポット 6

センター内のチラシ・ポスター 18

公共施設設置のチラシ 15

市民活動団体メンバー 30

友人・知人 23

その他 26

    ※有効回答数：136 件 

 （５）今回のフェスティバルはいかがでしたか。 

項目 件数 

満足 27

おおむね満足 38

普通 22

やや不満足 13

不満足 8

  ※有効回答数：108 件 

 （６）フェスティバルに対する、ご意見等がありましたらお書きください。 

    ⇒65 件（別紙３のとおり） 
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別紙３：フェスティバルに対する、ご意見等がありましたらお書きください。 

・スタッフの方がひまそう。見るにたえない。ステージに 106 万は、いけない。 

・日ごろ授産施設の方と接する機会がないが、とても一生懸命な接客姿に感動しました。 

こういうフェスは良い機会だと思いました。 

・新しい発見が出来、よかったです。 

この会は、知人から通して聞くまで知らなかったので、もっと宣伝したら良いと思いま

した。 

・もっと宣伝すれば良いのに。 

駅から近くでこんなに楽しめるイベントなら、もっと人が集まれるはず。 

・案内図には番号がついているのですが、各ブースには番号がなく分かりにくいです。 

・昨年まで行われていた、コミセン、図書館とサポセンと共同開催故のにぎやかさがない。 

来場者、参加者も少なく、昨年までとの差が歴然、ガッカリ！ 

・子どもの来訪者が２名しかいなかった。宣伝が不足していると思う。 

・人出が少なすぎると思います。子供がいない。 

・ポスターも良いが、相談出来るのがより良い。 

イベントを増やして欲しい。 

・参加者が昨年、一昨年と大幅減少した。 

来年は開催しない方が良いのでは。ＰＲ不足？ 

・子どもがお面づくりやいけ花、ストローで工作など楽しんでました。 

もっと子どもも楽しめるものがたくさんあると嬉しいです。 

・私はボランティアに興味があり、近い仕事をしているために、この会場で団体さんと触

れ合っていろいろ聞くのは、勉強になり、とても楽しかったです。 

ただ、そもそも興味なかったり、フェスティバルの要素を期待して来ている人には、思

っていたものと違ったとかなるかもしれないですね。 

でも興味もってもらうために働きかけることは、こういったイベントを行うことは意義

があると思います。 

・９Fは２日間とも来場者が少なかった。事前の広報活動が少ないのでは。 

・もっと他活動団体の参加があれば尚良いです。特に９階。 

・昨年に比べてご来場が少なかったです。 
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・来場者少な過ぎ。芸能系、音楽系少なし、華やかさ少なし。 

・作業所の手作りコーナーがよかったです。 

・少ない。 

・宣伝が少ない。９Fまで入場者が来ない。 

・小学校にもパンフレットを配布して小学生が来るようにアピールお願いします。 

・来てみたら、とてもおもしろかった。その割には、知られていないような。 

・人出が少ない。 

・応急処置は、生活に役立つと思います。 

・少々盛り上がりに欠けていたと思う。10Ｆの方がにぎやかだったようです。 

来年も是非続けて開催して欲しいです。 

・今後も交流できる（このような）集まりが開催されたらいいと思っています。 

・ブースのつくりが活気ない配置です。昨年の方がよかったです。 

・フェスティバル？になっていない。 

・もっともっと見に来てくれる人があったらいいな～と思っています。 

月日が重なっている人がいっぱいいます。 

・来場者が少なく PR できない。 

・10Ｆに比べて人が少ない。 

・人出がなく、ガッカリしました。管理体制が変わったと聞いております。 

やはりイベントのプロの力をかりた方がよろしいのではないでしょうか。これではイベ

ントになりません。市民 first でお願いします。 

・昨年と比べるとお客様の数が半分以下だと思います。今後考える必要があるのではない

かと思いました。 

・常に活動している団体もあれば、たまに利用する団体もあると思うが、各々運営してい

くのが大変だと思う（資金面、人材面 etc) 。 

10 階は、所狭しといろいろな団体があったが、９階はスペースに余裕があったのでよい。 

・もう少し活気があれば良いと思う。 
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・去年よりこじんまりしていて、もうちょっと多くの団体が参加して盛大なほうがいいで

すね。 

あと、もっと早めにインターネットに載せてほしいです。 

・年１回のイベントが無事に終わりましたが、今迄と比べ規模が小さく、来場者も少なく

寂しいものがありました。 

広報宣伝に参加団体の力を活用した市民活動サポートセンターのチラシ裏に各団体のイ

ベント案内をプリントして広報する集客法を感じました。 

・なかなか楽しいイベントが多かったと思うが、人が少なかったように思う。 

・去年と異なって、活気なし。もっと考えろ。 

・去年、グループ出展したので準備会なども参加しました。 

募集段階から可視化されていました。今年は動きが見えませんでした。 

去年までのシステムに戻して欲しい。 

・市民活動のより一層の活性化（プロに任せたらどうでしょう）。 

・もっと広めてほしい。宣伝不足で残念です。 

・もう少しお客さんが来るといいですね。 

・多目ホールの演奏は大変良かった。 

踊りも日頃の練習が一様表現され健康的だった。 

今後はふるさと「さいたま」がもっとアピールできるよう工夫を、例えばこの催しをテ

レ埼に PR するとか、公民館の「公民館だより」に記載してもらうとか？楽しかった．．． 

・もっとたくさんの人に来場いただけると良いなあと思いました。 

・もっとみなさんが集まってくれればいいなと思います。 

・来年も是非やってほしい。色々企画もしたい。 

・自分の予想していたものとは違っていましたので、一寸物足りなかったと思いますが、

展示物の作成やその他種々大変なご苦労があったと思います。ありがとうございました。

（私は自分で、医師がお出で下さっているのかと思っていました。） 

・GOOD です。 

・介護のパンフレットがもらえてよかったです。 

・活動維持努力に頭が下がります。 

・身近な所で活動なさっている皆様に刺激を受けました。ありがとうございました。 
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・楽しませていただきましてありがとうございました。 

・来年も来ます。 

・楽しかったです。 

・おつかれさまでした。 

・北浦和プレイランドの方がおもしろく、やさしく子供たちも喜んでいました。 

・体験コーナーがたくさんあって楽しめました。工作コーナーが特によかったです。 

・興味のあるものに参加でき、うれしいです。 

・発表の場になり、出演者のみなさんの熱気が伝わってきます。 

次回も楽しみにしています。 

・今日はとても楽しく１日が過ごせて大満足でした。私は 88 歳です。 

・毎年来ていますが、今年は子供が楽しめるスペースも多く楽しかったようです（５歳の

男の子）。 

・ステージの演奏がとてもよかったです（団体は忘れました。）。 

・OPP ネットワークの方がとても親切で良かったです。 

・知り合いがステージ発表したのですが、とても素晴らしいものでした。 

このような発表の場はとてもありがたいものです。ありがとうございました。 

・楽しかった。 
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第３回利用者懇談会における意見 

・同日開催の「浦和コミュニティセンターフェスティバル」（コムナーレ 10 階）では、約

6,000 名の参加者であったとの報告があった。 

数年来、フェスティバルに参加しており、企画運営委員の経験もあるが、これまでは、

その中で、「集客をどうするか」を時間をかけて検討した。 

ある意味、今回の状況は予想どおりであり、市のイベントになってしまっていた。 

フェスティバルは、参加している多くの団体が重要視しており、準備段階から参加し、

自分達のブースを自分達で設置するなど、活気があった。 

今回の予算はどれくらいであったのか。 

 ⇒市の回答（利用者懇談会時点） 

業務委託（会場設営、看板・ポスター・プログラム等の作成、報告書の作成、保険な

ど）の支出は、1,036,800 円である（消耗品等の支出は除く。）。 

・子どもの来場者が大分少なかったように感じる。 

団体によっては、子どもを対象とした展示やワークショップなどもある。 

集客が上手くできなかった理由は、自治会や近隣の小学校に広報をしていないこと、１

階の外（＝市民広場）で、販売等が行われていなかったことなどがあると思う。 

スタンプラリーもなかった。 

これまでのことが生かされていないので、これまでの情報を共有しながら進めて行くべ

きであると思う。 

また、市としては、フェスティバルをどのように考えているのかなと感じた。 

残念なイベントだったというのが感想である。 

⇒市の回答（利用者懇談会時点） 

 自治会への回覧やポスター掲示の依頼は、前年度から依頼していないとできないため、

今年度は実施できなかった。 

来年度は、自治会への周知依頼も実施する。 

・やはり来場者が少なかったと思う。 

また、参加団体へのプログラムの配布もなかったので、それを自分達で配布するという

ことができなかった。 

以前は、10 区の市民活動ネットワークが「どのような活動をしているか」という掲示も

あったと思う。 

それで 10 区の様子が分かったりした。 

もっと時間があれば、そのようなことも含めて、もっと色々なことができたと思うので、

とても残念である。 

・10 区の市民活動ネットワークが「どのような活動をしているのかを、時期を見て周知し

てほしい。 

自分が住んでいる地域で、どのような活動団体があるかを知ってもらう機会があると良

い。 

⇒市の回答（利用者懇談会時点） 
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昨年度に引き続き、今年度も、各区の市民活動ネットワークに参加し、センターの紹

介や意見交換等を行っている。 

その結果、昨年度は 6区であったが、今年度は 10 区全ての区に参加できる見込みであ

る。 

また、団体が、区のコミュニティ課経由で、センターにチラシを設置できる仕組みも

整備したので、それらを上手くまとめて掲示し、ＰＲを行うこともできると考えてい

る。 

今後の運営協議会では、各区の市民活動ネットワーク間の情報共有や連携等に関する

意見交換を行っていきたいとも考えている。 

・フェスティバルの参加団体はそれぞれ素晴らしかった。 

それらの活動が各区で広がっていき、市全体の広がりになっていけば良いと思う。 

・これまでは、フェスティバルの企画や準備段階で、参加団体の「輪」が広がっていた。 

それが市民活動にとっては大事だと思う。 

同日開催の「浦和コミュニティセンターフェスティバル」では、参加団体が協力して、

飾り付け等を行ったので、仲間意識が生まれた。 

片づけやブースが隣同士になることでも仲良くなれる。 

集客は、これまで 9階の方が良かったが、今回は逆転しており、雰囲気も良かった。 

来年度は、9階と 10 階で一緒に開催でき、さいたま市の市民活動団体がもっと良くなれ

ばよい。 

行政もリーダーシップをとってほしい。 

⇒市の回答（利用者懇談会時点） 

アンケートでも、一緒になって作り上げることで輪が広がり、そのようなことが大切

であるとの意見もあったので、これらの意見を来年度のフェスティバルに生かしてい

く。 

・もっと早い段階から、団体からの意見を聞いて開催すれば、参加団体の来客も増えると

思う。 

・今年度は、市直営での初めてのフェスティバルで、レアなケースであり、後手後手にな

ったと思う。 

来年度は、時間がないということが言い訳にならないので、これまでとは異なることも

あるだろうが、今回のフェスティバルが上手くいかなかったのは、時間がなかったから

なのか、行政だったからなのか等も考えて、来年度はしっかりとやってほしい。 

例えば、小学校には広報をしなかったのか、それともできなかったのか等も考えていけ

ば、来年度はもう少し良くなるのではないかと思うう。 

このようなイベントを市がやるのは難しいところもある。 

東日本大震災関係の団体が、来客が少なかったことではなく、他の団体との連携が取れ

なかったことが残念であったと言っていた。 

 ⇒市の回答（利用者懇談会時点） 

  市も、団体同士の交流や市民活動へのきっかけづくりが大切であると考えているので、

やはり、これらの意見を来年度のフェスティバルに生かしていく。 
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利用者懇談会等における意見への対応 

１ 各区の市民活動ネットワークの情報共有・連携 

 （１）利用者懇談会等における意見 

利用者懇談会等 意見 

見沼区幹事会 

（H28.５.18） 

各区の市民活動ネットワークが、区を越えて連携する機会がな

く、区のコミュニティ課ではそうした動きはしづらいので、本

庁部門である市民協働推進課が行う運営協議会に参加するこ

とを通じて、連携する機会となればと考える。 

見沼区幹事会 

（H28.５.18） 

各区の市民活動ネットワークメンバーが運営協議会へ出席し、

それを区のネットワークへフィードバックしてもらえれば、お

互いに良いことだと思う。 

浦和区連絡会 

（H28.６.７） 

さいたま市のサポセンであるので、10 区の総まとめ役として、

団体から、「他の区の考えを知りたい」「他の区と連携したい」

というような要望があった時に対応してくれるとうれしい。 

10 区のまとめ役であり、10 区を応援しているというＰＲをし

たほうがよい。 

（２）対応状況 

  ＊各区の市民活動ネットワーク連絡会等への出席 

日付 会議名 

平成２８年 

５月１８日 見沼区市民活動ネットワーク幹事会 

５月２３日 大宮区市民活動ネットワーク連絡会 

 ５月３１日 中央区コミュニティ協議会理事会 

 ６月 ７日 浦和区市民活動ネットワーク連絡会 

 ６月２２日 西区市民活動ネットワーク連絡会 

 ６月１６日 見沼区市民活動ネットワーク交流会 

 ８月２６日 岩槻区市民活動ネットワーク連絡会 

平成２９年 

 １月２０日 北区市民活動ネットワーク交流会 

 ２月１６日 緑区市民活動ネットワーク登録団体代表者会議 

 ２月２８日 南区市民活動ネットワーク登録団体研修会 

 ３月２３日 桜区市民活動ネットワーク交流会 

   ※主な意見交換等の内容 

・市民活動サポートセンターの概要、市民協働推進課の事業等説明 

・市民活動サポートセンターの管理運営、施設・機能及びその他市民活動全般に

関する意見交換 

・市民活動サポートセンター運営協議会の説明 

  ＊展示パネルの貸出 

   ・見沼区市民活動ネットワークまつり（平成 29 年２月 15 日（水）～18 日（土）） 

   ・わくわく浦和区フェスティバル（平成 29 年２月 19 日（日）） 

資料３－１ 
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２ 無線 LAN（Wi-Fi）の設置について 

（１）利用者懇談会等における意見 

利用者懇談会等 意見 

見沼区交流会 

（H28.６.16） 

「さポット」については、色々と使い勝手とか、言いたいこと

があるが、それは置いておいて、ラウンジでは Wi-Fi は使えな

いんですか。 

浦和区連絡会 

（H28.６.７） 
無線 LAN を入れる予定はあるのか。入るととてもうれしい。 

浦和区連絡会 

（H28.６.７） 

（無線 LAN は、）図書館にはすでに入っているし、去年から出

ている話なので整理しておいてほしい。 

（２）対応状況 

  ＊「公衆無線 LAN 環境の整備に係る検討状況」の情報収集 

    ・平成２８年度、市の施設等における公衆無線 LAN 環境の整備に関する方針、計

画及びルールを検討することを目的として、「さいたま市 ICT 推進委員会」が、

「公衆無線 LAN 整備検討プロジェクトチーム」を設置し、検討を行っている。 

    ・その検討内容に基づき、平成２８年度中に、「さいたま市公衆無線 LAN 整備指針」

及び「さいたま市公衆無線 LAN 安全対策基準」が作成される予定である。 
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３ 交流イベント等の開催について 

（１）利用者懇談会等における意見 

利用者懇談会等 意見 

浦和区連絡会 

（H28.６.７） 

コムナーレフェスティバルでは、登録団体が実行委員会をつく

って盛り上げていた。 

指定管理制度に戻るまでの２年間、フェスティバルなど、交流

イベントはどのように行っていくつもりか。 

一番近い予定のイベントや夏の交流イベントなどの予定はど

うなっているか。 

岩槻区連絡会

（H28.８.26） 
夏の交流イベントがないというのが寂しい。 

（２）対応状況 

＊市民活動サポートセンターセミナーの開催 

・［資料２－１］実施事業［市民活動サポートセンターセミナー］参照 

   ＊市民活動サポートセンターフェスティバルの開催 

・［資料２－２］実施事業［市民活動サポートセンターフェスティバル］参照 
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４ 区ごとのチラシラックの配置について 

（１）利用者懇談会等における意見 

利用者懇談会等 意見 

岩槻区連絡会

（H28.８.26） 

多目的展示コーナーは使ったことはない。うちの団体の広報と

しては「ニュースレター」を発行しているので、それを配置し

たい。 

ラックがいつも埋まっていて、岩槻から行っても置けないとい

うことがあると思うと行動できない。 

できれば、ラックの配置を区ごとに分けてほしい。 

私個人としても、センターに行くたびにチラシをもらってお

り、あれは効果的だと思っている。 

岩槻用の場所が、少なくてもいいからあるといいなと思う。 

岩槻区連絡会

（H28.８.26） 

イベントの準備をしていると、PR がタイトになる。 

そういうスペースがあるといいかもしれない。 

岩槻区連絡会

（H28.８.26） 

センターの事務は増えるが、岩槻用のラックを２つくらい用意

してもらって、年間通してどの程度使われているのかを見ても

らえればいいなと。 

岩槻の人も使いやすいようにしてもらえるといいなと思う。 

（２）対応状況 

＊各区コミュニティ課経由のチラシ・ポスター設置ルートの創設 

   ・各区の市民活動ネットワーク及びその登録団体の活動に関する資料（チラシ・ポ

スター等）について、各区コミュニティ課経由で、センターに設置することがで

きるルートを創設した。 

これまで これから 

ネットワーク登録団体は、センターを訪

れ、直接、設置を依頼しなければならな

かった。 

ネットワーク登録団体は、所属する区役

所のコミュニティ課を訪れ、配置を依頼

すれば、センターに来館しなくても、セ

ンターに、チラシやポスター等を設置で

きるようになった。 

※これまでどおり、センターを訪れ、直

接、設置を依頼することもできる。 

   ・センターは、各区に関係するその他資料（例：区民まつりのチラシ・ポスター）

と一緒に配置するなど、効果的な周知となるよう、工夫して配置する。 
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５ 市民活動優先スペースについて 

（１）利用者懇談会等における意見 

年月 意見 

利用者アンケート 

H28.４ 

専用スペースがたくさんあまっていて優先スペースがぱん

ぱんで大変だったから、もっと優先スペースを増やしてほし

い。 

利用者アンケート 

H28.５ 
優先スペースをもっと広げてほしい。 

利用者アンケート 

H28.７ 

夜間の市民活動優先スペースの増席求む。専用スペースがガ

ラ空きなのに対して、座れないのはどうなのか？改善願う。

利用者アンケート 

H28.８ 
今後も自習スペースは減らさないで下さい。 

利用者アンケート 

H28.９ 

学習できるスペースを多くしてほしい。会議などで使うスペ

ースに空きが目立つことが多く、有効活用できるのではない

か。全てにおいてダメではなく、柔軟な対応をしてほしい。

既にそうだったら、すいません。若者がそうやってもっと多

く使ってくれれば、関心をもつ人がふえてくれると思いま

す。 

利用者アンケート

H28.10 

専用スペースがたくさん空いているにも関わらず、活動が制

限される理由が分かりません。 

利用者アンケート

H28.10 

空いている席がたくさんあるのに活動に制限があり、席がも

ったいないと思った。 

利用者アンケート

H28.12 
市民活動優先スペースの席の数を増やして欲しい。 

利用者アンケート

H29.２ 

市民活動「優先」で食べ物が OK な場所をつくってほしい。

市民活動「優先」スペースを増やしてほしい。 

   ※他８件 

（２）その後の対応 

  ＊館内サイン等の整備 

   ・センターが市民活動を支援等するための施設であること、また、センターの設備

や機能をより分かりやすく伝えるために、館内サイン等の整備（改良）を行った

（参考資料参照）。
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６ 両替について 

 （１）利用者懇談会等における意見 

利用者懇談会等 意見 

第 2回利用者懇談会

（H28.10.26） 

コピー機のために、両替機を設置してほしい（複数の利用

者より）。 

 （２）その後の対応 

   ＊コピー機使用のための両替希望者への対応 

    ・コピー機を使用するために、両替を希望する利用者に対して、試行的に、セン

ターにおいて、１回につき 1,000 円以下の両替に対応する。 



（参考資料「５ 市民活動優先スペースについて［館内サイン等の整備］） 



No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-15 ヘイトスピーチ

ヘイトスピーチと取られかねない展示をし
ている団体がいる。国際交流センターが近
くにあるからというわけではないが、色々
と考える必要がある。

－

懇-16 団体登録
団体登録の更新について、考えていること
はあるか。

登録団体の中には、既に解散している団体
や活動していない団体も一定数存在するこ
とが想定される。
現状では、登録団体の取消方法は、団体か
ら取消届による手続きのみである。

懇-17
印刷作業室（コピー
機）

コピー機のために、両替機を設置してほし
い（複数の利用者より）。

両替については、これまでもご意見をいた
だいている。
どのようなことが可能であるか検討した
い。

利用者懇談会等における意見［利用者懇談会］

□平成28年度第２回利用者懇談会（H28.10.26）

資料３－２
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-18 無線LAN（Wi-Fi） Wi-Fi導入はできないのか、しないのか。

無線LAN（Wi-Fi）導入に関する意見は多く
いただいている。
現在、所管（ICT政策課）が、公共施設の
無線LAN整備に関して、全庁的な指針、基
準となる、「さいたま市公衆無線LAN整備
指針」及び「さいたま市公衆無線LAN安全
対策基準」の作成を進めており、平成28年
度中に作成予定である聞いている。
今後、当該指針及び基準を踏まえて、検討
を進めていくことになると考えている。

懇-19 無線LAN（Wi-Fi）

その進捗（指針及び基準の作成）状況等を
知ることはできるのか。
多くの場所で導入されているので、もっと
スピーディにできるのではないか。

予定どおり、平成28年度中に作成されれ
ば、平成29年度第1回運営協議会におい
て、その内容を報告したいと考えている。

懇-20 無線LAN（Wi-Fi）

フェスティバル開催に関する情報が「さ
ポット」に掲載されるのが遅かった。
もっと情報公開をやってほしい。
Wi-Fiに関しても、もっと進捗状況等を公
表してほしい。
10階（浦和コミュニティセンター）はどう
なっているのか。

指定管理者（さいたま市文化振興事業団）
が提案事業として導入している。

懇-21 セミナー
セミナーが開催されなかったが、来年度は
どうするのか。

セミナーは、平成29年1月に開催している
（NPO法改正に関する説明会）。
また、自主事業として、クリスマス展示や
「ぐるりパネル展」等を実施した。
来年度のセミナーについては、予算要求も
しているので、団体や利用者の関心の高い
内容となるよう検討し、開催していきたい
と考えている。

利用者懇談会等における意見［利用者懇談会］

□平成28年度第３回利用者懇談会（H29.3.15）
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-22 相談機能

窓口での相談について、業務委託の仕様書
で、市民活動の経験者を入れるという話
だった思うが、実際に相談に行ったが、無
駄だったという話を聞いた。
来年度、また委託業者が替わるということ
であるが、そのあたりは大丈夫なのか。

業務委託の仕様書を大きく変えている訳で
はないので、委託業務を円滑に履行できる
ような人員配置等を盛り込んでいる。

懇-23 相談機能

フェスティバルに来ていた団体の方より、
昨年度は、色々とアドバイスをいただいた
が、今年度は、社会福祉協議会に相談に
言ったという話があった。
業務委託が、単年度の契約になってしまう
のであれば、今後の対策を考えた方がよ
い。
相談には、ナーバスなものもある。
仕様書に記載があるというだけでは、利用
者に満足度を上げるのは難しい。
長年築いてきた信頼（傾聴してくれる、つ
なぎ役を果たしてくれる等）を崩さないよ
うにしてほしい。

他の市民活動団体や市の所管に繋げる等し
ているが、対応が難しい相談もある。
今年度の相談対応の記録もあるので、それ
らを蓄積・共有し、質の向上に努めたい。

懇-24 相談機能
これまでの相談記録に基づき、新しい委託
業者（職員）を指導してもらえるとよい。

－

懇-25 相談機能

委託業者は、価値判断ができるのかどう
か。
できないのであれば、市の職員がが相談に
乗るしかない。
価値判断ができない相手には、対話もでき
ない。
行政は、軽々しく価値判断ができないとい
う問題がある。そういうこともあり、相談
がしにくいということがあると思う。
委託業者がどこまで相談に対応できるのか
を考えると、一定の価値判断ができる人間
が、運営に入る方法があり、その一つは、
指定管理である。
そのような人間が指定管理者として入って
いるのは、合理的であると思う。

－

懇-26 ヘイトスピーチ

「本邦外出身者に対する不当な差別的言動
の解消に向けた取組の推進に関する法律」
（以下「ヘイトスピーチ対策法」とい
う。）に抵触するような展示をしている団
体がある。

－
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-27 ヘイトスピーチ
センターの登録団体が、浦和パルコ前で、
ヘイトスピーチにあたるような活動をして
いるという話を聞いたことがある。

－

懇-28 ヘイトスピーチ

登録団体であれば、何を（展示）してもよ
いというわけではない。
多目的展示コーナーの展示方法をしっかり
と考える必要がある。
何か問題があれば、利用者に注意してほし
いというスタンスなのか。

条例に反するものや人権侵害にあたるよう
なもの等があれば、逐次注意等している。
ただ、検閲にあたるようなことはできな
い。

懇-29 ヘイトスピーチ

ヘイトスピーチのことは国連が問題視して
いる。
センターで、それにあたるようなことをし
てもよいのか。
しっかりと対応する必要があると思う。

市としても、ヘイトスピーチ対策法が成立
したので、ガイドライン等に即して、適切
に対応していきたい。
何か新たなものを作る必要があれば、運営
協議会や利用者懇談会等で、利用者の意見
を聴いていく。

懇-30 ヘイトスピーチ

攻撃的であるとか、ガイドラインに即して
いないとかだけではなく、内容を見て、
「○○人は○○」であるといような表現を
みて判断する必要がある。

－

懇-31 ヘイトスピーチ
黙認は加害と同じである。
人権侵害やヘイトスピーチは見過ごしては
いけない。

－
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-32 ヘイトスピーチ

法務省から、「このような場合は、ヘイト
スピーチ対策法に抵触する。」というよう
なものが出たという新聞記事があった。
地方自治体にも照会等しているらしいの
で、さいたま市の対応状況を確認するのが
よい。
また、東京弁護士会が、以前、ヘイトス
ピーチに関する意見表明をしている。
以前の運営協議会で、それを資料としてい
るので、センターの資料コーナーにも残っ
ているはずである。
前々回の利用者懇談会でもこの話は出てい
るが、その後の運営協議会の資料には載っ
ていなかったが、それはなぜか。
運営協議会の資料は、資料コーナーにも設
置するのがよい。

ヘイトスピーチの話があったのは、前回
（第2回）の利用者懇談会である。
前回（第2回）の利用者懇談会と、その後
の第3回の運営協議会までの日数が短かっ
たことから、当初より、第3回の運営協議
会の資料には載せず、今度の第4回の資料
とすることになっていた。
よって、第4回の運営協議会の資料に、そ
れも含めて、第2回と、今回（第3回）の利
用者懇談会の意見を載せる予定である。
運営協議会の資料は、「附属機関等の会議
の公開に関する要綱」の規定に基づき、市
ウェブサイトと区役所の情報公開コーナー
で公開している。
今後、センターの資料コーナーにも配置す
るとともに、市ウェブサイトと「さポッ
ト」をリンクする。

懇-33 ヘイトスピーチ

ヘイトスピーチにあたるからという理由
で、センターの登録を取り消されてしまう
のも恐いと言うのはあるが、注意しても言
うことを聞かない団体に対しては、どのよ
うに対応することを考えているのか。

1回注意して、言うこと聞かないから、登
録取消ということではなく、基本は、対話
を重ねて行くことを考えている。

懇-34 ヘイトスピーチ
どこまでが良い展示で、どこからが悪い展
示であるのかがはっきり分かるとよい。

－

懇-35 ヘイトスピーチ

多目的展示コーナー利用調整会の中で、ヘ
イトスピーチにあたるようなものがあれ
ば、その段階で注意するとよいのではない
か。
実際に展示してからでは難しいのではない
かと思う。
「イエローカード」にあたるような団体は
あるのか。

どの団体が、「イエローカード」であると
いうのはないが、注意をすることはある。
市民活動団体の定義に当たらないような展
示内容であれば、注意しなければならな
い。
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-36 ヘイトスピーチ

多目的展示コーナーの展示以外にも、ラウ
ンジで、政治的なチラシを広げていたりす
ることはある。
センターが「自由」であるのはよいが、そ
のような活動をしている団体の格好の休憩
場所として扱われるのも、良いのか悪いの
か分からないが、疑問に思うこともある。
どのように、センターをマネジメントして
いくべきか。

－

懇-37 ヘイトスピーチ

ラウンジを利用できるのが登録団体のみと
いうのはあり得ない。
団体を立ち上げるまでの話をしたりするこ
とができるスペースとしての機能も大切で
ある。
本当の意味での市民活動の支援というのが
大切である。

－

懇-38 サインボード

サインボードの記載方法が変わったが、以
前は、紙に書いてもらい、それを残してい
たので、どのような団体が利用したかが分
かったが、（透明ボードへの直接記載に変
わり、）今後は、どのようにしていくの
か。

以前より、サインボードへの記載は必須で
はなかったため、書かない人が多くいたた
め、平成28年4月以降、紙による集計は
行っていない。
データとして集計し、分析するならば、も
う少し正確に収集しなければ、あまり意味
がない。
直営移行にあたり、利用申込方式に変更
し、利用状況を把握することも検討した
が、センターの理念にも合わず、また、利
用者の手間を増やすだけであることから、
実施しなかった。
よって、現在は、カウンターでの測定する
来館者数とラウンジの利用予約件数によ
り、利用状況を把握している。

懇-39 サインボード
紙が残っていれば、傾向を見ることはでき
るかもしれない。

サインボードに、きちんと団体名と利用予
定時間を記載してもらい、他の利用者に、
活動状況等を認識してもらうことを、第一
義として考えている。

懇-40 サインボード

紙ではなく、書き消し可能なパネルへの記
載だと、利用時間を途中で自由に書き換え
て、「ズル」をして利用することもでき
る。

ラウンジの利用時間は「原則3時間」であ
り、それを超えての利用は、利用状況やそ
の後の利用予定を加味して、運用を図って
いる。
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-41 サインボード

決めたとおりに行っていくだけではなく
て、良い意味で、緩い、臨機応変な対応を
大切にしてほしい。
（団体の設立や運営には、）できたりでき
なかったり、やれるやらないであったり、
「芽」の段階というのはあり、その段階も
大事である。
団体名が決まってないのに、申込書等に団
体名を書くということになると、別団体の
名前をか書いたり、嘘をつくことになって
しまうが、それは嫌である。

－

懇-42 条例改正

未だにセンター条例の改正が納得いってい
ない。
指摘された14団体は、「問題ない」とされ
たが、名誉が回復されたとは言えず、ま
た、条例改正には根拠がないと思ってい
る。
「協働」の理念に合致した運営がなされて
いるとは思えない。
また、その際に、議員に誤った情報を提供
した者がいる。
私達の活動の写真に撮ったりしていたが、
そのようなことは許されるのか。
今回のことを検証する委員会を設置してほ
しい。
また、「公安」の人がうろうろしている。
私達の活動が監視されているのか。
公民館での活動の監視に「公安」が入って
いるのか知っているか。
周囲に変な人がいて、そのあたりが気に
なっている。

－

懇-43 指定管理

昨年の説明会で、指定管理に「最短２年」
で戻ると言っていたが、今度の6月定例会
で、条例の附則が取れなかった場合は、い
つ、指定管理に戻せるのか。

指定管理者の選定については、募集期間、
公開プレゼンテーションの実施、選定委員
会の開催（審査）等があるので、その作業
に一定の時間がかかる。
その後、選定案等を上程することとなる。
一般的には、12月議会で選定案等を、２月
議会でその内容に基づく予算案を上程する
スケジュールとなっている。

懇-44 指定管理
現段階で、条例が改正されていないという
ことは、再来年度の指定管理は無理という
ことか。

議会に関する事項もあるため、所管の考え
で、その可否は言えないが、準備は進めて
いく。
昨年2月時点での最短スケジュールより
は、少し遅れている。
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

懇-45 その他

ルールは守らなければいけないが、「グ
レー」な部分もあるので、市民の知恵を生
かしてほしい。
「センターは何であるか。」ということが
薄れて来ているように思える。
そのことを再認識することが大切である。
「さいたま市市民活動サポートセンターと
は
・地域の課題解決に向けて活動する市民の
ためのスペースです。
・市民と市民、行政と市民、多様な連携・
協働を実現するためのスペースです。
・スペースの運営には市民の知恵を活かし
ます。問題があったら、まず当事者を交え
た「市民と行政の協働の精神」の知恵で解
決に努力します。」
というような、センターの役割と利用する
市民のマナーを分かりやすく表現したフ
レーズを何らかの形で、市民にアピールす
る方法を、運営協議会で検討してほしい。

－

懇-46 その他

（上記の提案に対して）
素晴らしいと思う。
もう一つ付け足してほしい言葉がある。
ディスカッションでも、ディベートでもな
く、ダイアログ、「対話」という言葉であ
る。
「対話」の場を作るということが注目され
ている。
行政と市民の対話、議員と団体の対話、
色々な対話の形がある。
色々な対話をしていき、お互いを尊重して
いけば、色々なことが良くなっていくと思
う。
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No. 項目 意見 市の回答（利用者懇談会時点）

緑-1 その他
（市民活動サポートセンターは、）貸し施
設なのか。

本日は、時間が5分しかないため、セン
ターの設備等の概要を説明となったが、
（コミュニティセンターのような）貸し施
設ではない。
本日の配布資料にもあるが、市民活動団体
のPRや団体相互の交流を目的としたイベン
ト等の事業も実施している。
来年度も各種事業を実施する予定なので、
是非参加等してほしい。

□桜区市民活動ネットワーク交流会（H29.3.23）

　※時間の都合上、センターの紹介のみ。

利用者懇談会等における意見［市民活動ネットワーク］

□北区市民活動ネットワーク交流会（H29.1.20）

　※時間の都合上、センターの紹介のみ。

□緑区市民活動ネットワーク登録団体代表者会議（H29.2.16）

□南区市民活動ネットワーク登録団体研修会（H29.2.28）

　※時間の都合上、センターの紹介のみ。

資料３－３

1/1



□平成28年10月分［12件］

大別 細目

ア-90 謝辞 －
浦和という至便な場所で地域活動を実施する上で集ま
り易く、とても助かっている。

ア-91 謝辞 －
とても利用しやすく、助かっています。ありがとうご
ざいます。

ア-92 意見 ラウンジ

専用スペースがたくさん空いているのにも関わらず、
活動が制限されている意味が分からない。変なおじさ
んもこちらをチラチラ見てきて　警備員の意味がな
い。どうにかして下さい。

北ラウンジ
市民活動優先スペース

ア-93 意見 ラウンジ
専用スペースがたくさん空いているにも関わらず、活
動が制限される理由が分かりません。

北ラウンジ
市民活動優先スペース

ア-94 意見 ラウンジ
空いている席がたくさんあるのに活動に制限があり、
席がもったいないと思った。

北ラウンジ
市民活動優先スペース

ア-95 謝辞 －
話しも飲食もでき、いつも助かっています。これから
も活動に生かしていきたいです。ありがとうございま
した。

ア-96 その他 － 文化祭の打ち合わせをいたしました。

ア-97 意見
多目的展示
コーナー

前回使った時に、展示室の展示に大きなショックを受
けました。今問題になっている「ヘイトスピーチ」の
ようなひどい展示でした。これが本当に片寄ってない
展示なのか？言論の自由とはいえ、余りにも歴史感に
基づかない発言に、とても違和感があります。検討が
必要と思いますが。

ア-98 謝辞 － いつもご利用させて戴き、ありがとうございます。

ア-99 謝辞 －
夜遅くまで開いてくださっているので、とてもありが
たいです。マナーを守ってこれからも利用させていた
だきます。いつもありがとうございます。

ア-100 意見 印刷作業室 モノクロ印刷機の用紙も販売して頂きたいです。

ア-101 謝辞 －
いつも、気持ちよく利用させて戴きありがとうござい
ます。

利用者懇談会等における意見［利用者アンケート］

No.
項目

意見 備考

資料３－４
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□平成28年11月分［13件］

大別 細目

ア-102 その他 － I'm　singing　in the　rain　～雨に唄えば～

ア-103 意見 －

すばらしい施設ができて喜んでいます。浦和に50年以
上住んでいますが、このような施設はなかった。これ
まで埼玉県立図書館という立派な建物が埼玉会館のと
なりにありましたが、ベビーブームで高校、大学受験
生ですぐに満ぱいとなり受験生は禁止となりました。
それからは、専門書などの調べものに利用するだけで
県立図書館は利用者が少なくなりました（いつも空い
ている)。
その後、市営の図書館があちこちででき、母子などで
賑わうようになりました。
大切なことは、①いつでも自由に、身分証明書などな
くても入館して、できるだけ沢山のイスを置いて、利
用できるようにすること（市役所の職場のように見ら
れたら誰も入ってこない。)。②頭を使うのには、室
温を低くすることが大切。現在の室温は高すぎます。
半そででいられるということは、外気と比べていかに
高いか分かります。夏は冷房して下さい。シンガポー
ルという国は熱帯にあるが経済力は日本よりずっと上
です。冷房で下げているからです。外気と室温の差が
小さいのが理想的です。暖房していないでこれだけ暑
いのは、建物の特性です。外気が低いので換気すれば
すぐ下がります。大学病院のように室温調整できるよ
うにしてください。

ア-104 意見 ラウンジ

いつもお世話になっております。A、Bのテーブルは少
し暗いため、ライトの下にﾃｰﾌﾞﾙを移動しながら活動
しております。もう少し明るくなればもっともっと使
い勝手がよいと思います。

ア-105 謝辞 － いつもありがとうございます。

ア-106 意見 －

室温が高すぎます。学習に適する室温は18～20°C。
肉体労働ではもっと低い。くつろいでいるときの室温
は20～25°Cくらい。現在は、NHKの気象予報士によれ
ば、深夜～朝と昼～夕方では、気温差が大きいので、
衣類の用意が必要なこと。室温は、家庭のエアコンで
も調整できますので、朝の暖房、午後～夜の外気入室
などされることが大切だと思います。イスが不足して
いるようです。

ア-107 謝辞 －
初めての利用でしたが、とても快適に事を終え、大変
助かりました。また、いつの日か利用したいと思いま
した。

利用者懇談会等における意見［利用者アンケート］

No.
項目

意見 備考
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大別 細目
No.

項目
意見 備考

ア-108 謝辞 ラウンジ

いつもお世話になっております。前回欠席だった人に
学習の確認を伝えたり、今日の復習を確かめ合った
り、とても充実した時間を過ごせております。気軽に
集まって座れる所があり、ノートなど広げられるテー
ブルもあり、打合せにとても助かっております。年配
者も多いけれど、海外旅行の時やオリンピックの時も
(できたら...です。)目標にして、打合せもあれこれ
しております。

ア-109 意見 ラウンジ
柔軟な対応よろしくお願いします。学習について気軽
に交流できるスペースがあるといいなと思いました。

ア-110 謝辞 － いつも利用させていただきありがとうございました。

ア-111 意見 －

外から来ると室温が暑いので、顔が真っ赤になり脳が
うまく働かない。よろしくお願いいたします。人が少
ないので使いやすいが、もっと利用できるようにした
いですね。

ア-112 意見 － 暖房、冷房の温度を適温にして欲しい。

ア-113 謝辞 －
いつも気持ちよく利用いたしておりますので特別に要
望はありません。おしからずです。

ア-114 謝辞 －
いつもお世話になっております。ありがとうございま
す。
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□平成28年12月分［14件］

大別 細目

ア-115 謝辞 －
このセンターのおかげで、民間の研究グループでも研
究が進められ、さすが文教都市さいたま市だと常々思
います。

ア-116 意見 － ホワイトボードが欲しい。

ア-117 意見 ラウンジ
12月9日北1A北2Aの蛍光灯3個を、利用者が点灯して欲
しいと頼んでいるのに中々点灯しなかった。今後は、
利用者いる時には、気をつかって点灯して下さい。

ア-118 謝辞 －
いつも利用させていただいてます。ありがとうござい
ます。

ア-119 意見 ラウンジ
勉強する机とイスをもっと増やしてください。飲食可
にして下さい。

北ラウンジ
市民活動優先スペース

ア-120 意見 ラウンジ 市民活動優先スペースの席の数を増やして欲しい。
北ラウンジ
市民活動優先スペース

ア-121 その他 －
努力・感謝・笑顔うちらは乃木坂。努力・感謝・うち
らは乃木坂。上り坂。上り坂４６

ア-122 意見 －
現在のような利用しやすい形態を是非維持して欲しい
と思います。

ア-123 謝辞 － 食事ができるのがとても良い。

ア-124 謝辞 － 毎回、使用でき、助かっています。

ア-125 意見 ラウンジ他

①市主催でセンター利用する場合、あらかじめ期間の
余裕をもって周知されたい。一般利用者は、それに
よって場所の確保する必要がある。
②北側ラウンジは、学生等の個人学習を認めているな
ら、その期間を広報していただきたい。

ア-126 謝辞 － いつもありがとうございます。

ア-127 謝辞 － 会場が取れず助かります。

ア-128 謝辞 － 今年一年間ありがとうございました。

利用者懇談会等における意見［利用者アンケート］

No.
項目

意見 備考
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□平成29年１月分［12件］

大別 細目

ア-129 謝辞
いつもありがとうございます。よろしくお願いいたし
ます。

ア-130 謝辞
いつも利用しています。自由に使えて便利をしていま
す、これからもお願いします。

ア-131 意見 ラウンジ
なぜ勉強をしてはいけないスペースがあるのですか？
市民活動スペースというのは悪いことをしなければ、
学習をしても良いのではないでしょうか？

ア-132 意見 ラウンジ
４～５人の少人数のコーナーを作っていただければと
思います。

ア-133 謝辞
いつも六辻公民館を利用していますが第2週なので使
用出来ませんのでおかげさまで静かに勉強する事が出
来ました。ありがとうございました。

ア-134 謝辞 いつも利用させていただき、ありがとうございます。

ア-135 謝辞
いつも利用させてもらってます。会議の会場助かりま
す。

ア-136 意見

こういう場所が減っています。市民に使いやすい居場
所に、今後も運営していってほしいと思います。最低
限のルールは必要ですが、ラフに使える場所がいいと
思います。

ア-137 謝辞
いつも、快適に過ごさせていただいて感謝していま
す。充実した時間を過ごしています。ありがとうござ
います。

ア-138 謝辞

タイ語の先生のご好意でタイダンスやタイ料理も習
い、３年がたち、こちらのスペースを使って、学習後
の復習（ノートを見せ合ったりして学生に戻った気分
で）も、２年以上になるかもです。昼食を食べながら
月２回、楽しい時間になっております。たまに先生も
参加して、生のタイのことも聞けます。今年もよろし
くお願いします。

ア-139 意見 利用者カード
利用者カード[利用者アンケート]のアンケート項目と
回答欄が多過ぎるので減らして下さい。

ア-140 意見

日曜日でも夜遅くまで開放してくれるのが良い(２１
時くらいまで)。スタッフの方々が丁寧で、親切なの
が良い。学都浦和として出来るだけ多く開放や資料を
揃え、会議室自習室を貸して頂けると助かる。

利用者懇談会等における意見［利用者アンケート］

No.
項目

意見 備考
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□平成29年２月分［13件］

大別 細目

ア-141 謝辞
多目的展示
コーナー

いつもすてきな展示会（写真、絵画、他）楽しみで
す。予期せぬ喜びです。生きている人が何かを表現し
たいと願い、絵画、写真などの手段を用いて表現す
る・・・すばらしい。見応えあり、私達は何か自分の
思いを相手にメッセージしたいと思いつつ、生きてい
るでしょうね。ありがとう。

ア-142 意見 ラウンジ
プリメーター（中央）周辺が暗いので、電球を追加し
て欲しいです。

ア-143 謝辞 清潔でとても使い易いです。

ア-144 謝辞 担当者が親切であった。心地良かった。

ア-145 謝辞 いつもお世話になります。

ア-146 その他
いつもお世話になります。今日は見学の方も一緒だっ
たので、会の詳しい紹介や今までの勉強の内容などを
話し合いできました。

ア-147 謝辞 ありがとうございます。

ア-148 謝辞 いつも利用させていただき、ありがとうございます。

ア-149 謝辞 このスペースが大好きです。

ア-150 謝辞 お世話様です。

ア-151 意見 ラウンジ
なるべく大きな声で話さないで欲しい。周りも大声を
出さなくてはいけなくなります。

ア-152 謝辞 この様な場所があるのは有りがたい。

ア-153 意見 ラウンジ他

市民活動「優先」で食べ物がOKな場所をつくってほし
い。市民活動「優先」スペースを増やしてほしい。自
販機安くしてほしい。もっと分かりやすい地図をつ
くってほしい。

北ラウンジ
市民活動優先スペース

利用者懇談会等における意見［利用者アンケート］

No.
項目

意見 備考
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さいたま市市民活動サポートセンターの適正かつ適切な管理運営（案）について 

■団体登録について 

 ⇒指定管理者による管理運営であっても、市が団体登録に関する判断を行う。

■その他の管理運営に関する事項について 

⇒以下のとおり、「さいたま市市民活動サポートセンター管理運営要綱」及び別に定める

要領（＝さいたま市市民活動サポートセンター管理基準等）に必要な事項を規定し、当

該基準に基づき、センターの管理運営を適正かつ適切に行う。 

≪協働管理運営に関する事項≫ 

 □協働管理運営について  

視点番号④ 

○市は、協働管理運営を推進するために、次のことを行う。

・さいたま市市民活動サポートセンター運営協議会の設置及び会議の開催

・さいたま市市民活動サポートセンター利用者懇談会の開催

・さいたま市市民活動サポートセンター連絡調整会議の設置及び会議の開催（指定

管理者がセンターの管理に関する業務を行っている場合）

□運営協議会について  

視点番号④ 

   ○運営協議会は、市民、市民活動団体の代表者等、有識者、指定管理者の代表者等（指

定管理者がセンターの管理に関する業務を行っている場合）及び市職員の１８人以

内の委員をもって構成し、センターの管理運営を効果的かつ効率的に行うための意

見交換を行い、協議する。

○運営協議会の会議は、原則として公開とし、毎年度４回程度開催する。

○市は、運営協議会における協議内容を尊重して業務を実施するとともに、市民に対

して説明責任を果たす。

○市は、委員より、会議開催の発意があった場合には、開催状況を考慮の上、座長と

協議し、会議開催の可否を決定する。

□利用者懇談会について  

視点番号④ 

   ○利用者懇談会は、利用者、運営協議会の委員及び指定管理者（指定管理者がセンタ

ーの管理に関する業務を行っている場合）の参加により開催し、センターの管理運

営に利用者の意見を反映するための意見交換を行う（運営協議会の委員の参加につ

いては、改選等により委員がいない場合又は運営協議会の座長の承認がある場合は

除く。）。

○利用者懇談会は、公開とし、毎年度４回程度開催する。

○運営協議会は、利用者懇談会における意見交換を受けて、必要に応じた協議を行う。

追加資料 
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≪施設利用に関する事項≫ 

□多目的展示コーナーについて  

視点番号①② 

   ○多目的展示コーナーの利用調整は、利用日の属する月の３月前の月で市長が別に定

める日に、多目的展示コーナー利用調整会により行う。

○利用調整会は、市が定める時間に行う。

視点番号③ 

  ○多目的展示コーナーの利用回数は、１団体につき１月あたり１回とする。

□団体ロッカー・メールボックスについて 

 視点番号③ 

○団体ロッカーの利用数は、１団体につき１個とする。

○メールボックスの利用数は、１団体につき原則５個以内とする（当該ボックスの

空きが多い場合には、市が認める範囲内において、６個以上利用できる。）。

視点番号② 

   ○団体ロッカー等の鍵番号の忘却等により鍵の開錠を依頼する者は、本人確認書類を

提示の上、所定の依頼書に必要事項を記載し、センターに提出しなければならない

（鍵の開錠を依頼する者が、当該ロッカーを利用する登録を受けた市民活動団体の

代表者又は登録簿に記載された担当者である場合には、依頼書の提出を省略するこ

とができる。）。

□貸出機材について 

 視点番号③ 

   ○貸出機材（ビデオ一体型ＤＶＤプレーヤー、ブルーレイディスクプレーヤー及び展

示パネルを除く。）の利用数は、同一の期間において、１団体につき機材ごとに２

台以内とする。

□ラウンジについて 

 視点番号③ 

○ラウンジに設置するテーブルの使用区画数は、１団体につき２区画以内とする。

視点番号①② 

○テーブルの使用時間は、原則３時間以内とする。

○市が定める一部のテーブルについては、市民活動に触れる機会を提供することを目

的として、個人の学習や読書に利用することができる。

視点番号② 

   ○市が定める一部のテーブルについては、市が定める時間においては、市民活動に触

れる機会を提供することを目的として、食事に利用することができる。

□印刷作業室について 

 視点番号①②

   ○センターの施設等のうち、印刷作業室の利用を希望する者は、所定の申込書に必要

事項を記載し、センターに提出しなければならない。

○印刷作業室に設置する印刷機器、製本機、紙折り機、裁断機及び丁合機の種類及び

印刷等に要する費用は、別に定める。

○印刷作業室に設置する印刷機器等及び印刷作業用端末の使用時間は、原則２時間以

内とする。
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□施設等に設置する備品の使用予約について 

 視点番号①② 

○市民活動団体は、一部のテーブル又は印刷機器等を使用するに当たっては、当該使

用日の７日前に当たる日の午前９時より、センターの窓口又は電話にて、当該使用

の予約をすることができる。

○市民活動団体は、登録団体を除いて、初回の使用日に、当該市民活動団体の定款、

規約、会則等を提出しなければならない（定款等の内容に変更がない場合は、次回

以降、定款等の提出を省略することができる。）。

○テーブルの使用予約時間は、３時間以内とする。

○印刷機器等の使用予約時間は、２時間以内とする。

○センターは、予約時間を一定時間経過しても、使用の予約をした市民活動団体が現

れない場合には、予約を取消すことができる。

□パソコン・コーナーについて 

 視点番号①② 

   ○パソコン・コーナーの利用を希望する者は、当該コーナーの利用者登録をしなけれ

ばならない。

○利用者登録の種類は、新規登録、登録事項等の変更、取消、再交付又は更新とする。

○利用者登録は、本人確認書類を提示の上、所定の申込書に必要事項を記載し、セン

ターに提出しなければならない。

○センターは、利用者登録をした者に、パソコン・コーナー利用者登録カードを交付

する。

○パソコン・コーナー利用希望者は、利用する際に、登録カードを添付の上、所定の

申込書に必要事項を記載し、センターに提出しなければならない（登録カードは、

利用が終了した際に、返却する。）。

○パソコン・コーナーに設置するインターネット閲覧等用端末の使用時間は、原則１

時間以内とする。

□コミュニケーションボード及びパンフレットラックについて 

 視点番号①② 

   ○チラシ及びポスターをコミュニケーションボード又はパンフレットラックに設置

することを希望する者は、所定の申込書に必要事項を記載し、センターに提出しな

ければならない。

○チラシ等の設置期間は、２ヶ月以内とする。

○チラシ等の設置期間は、当該期間が終了する前に、所定の申込書に必要事項を記載

し、センターに提出することにより、１ヶ月延長することができる。

○センターは、設置状況に応じて、チラシ等の設置期間、設置場所等を変更すること

ができる。

視点場号③ 

○チラシ等の設置数は、一のチラシ等設置希望者につき５種類とし、一のチラシ等に

つき１００枚とする。

○チラシ等の設置回数は、一のチラシ等につき１回とする（設置期間の終了日から１

ヶ月経過した後は、再度設置することができる。）。 

視点番号② 

   ○チラシ等設置希望者は、チラシ等に、発行団体名、担当者名、連絡先、発行の趣旨

や目的が分かる内容を記載するよう努める。
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□備品の使用について 

 視点番号② 

   ○センターが所有する備品（貸出機材を除く。）の使用を希望する者は、所定の申込

書に必要事項を記載し、センターに提出しなければならない。

□市長が定める証明書（施行規則第７条第３項関係）について 

 視点番号② 

   ○証明書のうち、運転免許証及び旅券以外の市長が定める証明書は、別に定める。

□市長が定める日（施行規則第７条第４項関係）について 

 視点番号② 

   ○市長が定める日は、１日とする（１月は、４日とする。）。

□市長が定める物品（施行規則第１０条関係）について 

 視点番号② 

○（施行規則第１０条第１項第１号関係）市長が別に定める物品は、会議、打ち合わ

せ等のために使用するもので、概ね次に掲げるものとする。

    ・ノート型、タブレット型の端末及びそれに類するもの

    ・貸出機材のうち、電気を使用して利用するもの及びそれに類するもの

○（施行規則第１０条第１項第２号関係）市長が別に定める物品は、センターの事業

等のために使用するもので、物品の販売等に必要なものとする（裸火を除く。）。

○（施行規則第１０条第１項第３号関係）市長が定める物品は、センターの事業等の

ために使用するもので、物品の販売等に必要なものとする。

□物品の販売等（施行規則第１６条第１項関係）について 

 視点番号② 

   ○寄附の募集、物品の販売、飲食物等の提供、広告物の掲示等に関し必要な事項は、

要領に定める。

□さいたま市財産規則に規定する行政財産の使用許可について 

 視点番号② 

   ○さいたま市財産規則に規定する行政財産の使用許可に関し必要な事項は、要領に定

める。

□飲食について 

 視点場号①② 

○センターの南側に位置するラウンジのテーブルでは、食事をすることができる。

○印刷作業室及びパソコン・コーナーでは、飲食をすることができない。

※連絡調整会議について（指定管理者がセンターの管理に関する業務を行っている場合）

○連絡調整会議は、指定管理者職員及び市職員の６人以内の委員をもって構成し、センタ

ーの管理運営を円滑に行うため、必要な事項を協議する。

○連絡調整会議の会議は、原則として非公開とし、毎月１回程度開催する。

○指定管理者及び市は、連絡調整会議における協議内容を尊重して業務を実施する。



- 5 - 

≪例規で定めない項目について≫ 

□多目的展示コーナー（利用調整会の時間帯）について 

 視点番号⑤

○多目的展示コーナーの利用調整会の時間帯については、例規で定めず、利用のしおり

や館内サイン等に明記し、状況に応じた適切な運用を図る。 

□ラウンジ（昼食時間における南ラウンジを一般開放する時間帯）について 

 視点番号⑤ 

○昼食時間における南ラウンジを一般開放する時間帯については、例規で定めず、利用

のしおりや館内サイン等に明記し、状況に応じた適切な運用を図る。 

□コミュニケーションボード及びパンフレットラック（チラシの設置区分）について 

 視点番号⑦ 

○チラシの設置区分については、例規で定めず、設置方法等を工夫するなど、利用者が、

興味・関心がある情報にアクセスしやすい環境づくりに努める。 

□資料閲覧コーナーについて 

視点番号⑦ 

  ○資料閲覧コーナーに設置する資料については、例規で定めず、設置方法等を工夫する

など、利用者が、興味・関心がある情報にアクセスしやすい環境づくりに努める。 

□コインロッカー等の利用方法について 

視点番号⑥ 

  ○コインロッカー等については、市民活動を支援する施設特有の設備ではなく、公共施

設が備えるべき一般的な設備であることから、その利用方法については、その内容を

精査した上で、例規で定めず、利用のしおりや館内サイン等に明記し、利用者のマナ

ーやモラル向上に努める。 

□ゴミの持ち帰りについて 

   視点番号⑥ 

  ○ゴミの持ち帰りについては、エコロジーや利用者負担の観点から、当センターが推奨

するものであり、ルールとして定めるべきものに馴染まないことから、例規で定めず、

利用のしおりや館内サイン等に明記し、利用者のマナーやモラル向上に努める。



 参考     

策定にあたっての主な視点 

（平成 28 年 12 月定例会・12/9 市民生活委員会報告資料より） 

（１）例規で定めるもの 

視点番号 主な視点 

① 

従前においても、利用のしおりへの記載や館内サイン等による表示によ

り運用されてきた内容であり、長期にわたり、利用者に認識・共有され

てきたもの（ただし、市直営の中で、当該内容を精査する。） 

② 
今後、センターを利用しようとする市民が利用しやすいように、基準や

手続き方法を明確にする必要性があるもの。 

③ 
利用者間の公平性を担保するために、新たに基準を設ける必要性がある

もの。 

④ 
センターの設置主体が市であることを踏まえ、その運営主体に関わら

ず、設置主体としての市の責任を明確にする必要性があるもの。 

（２）例規で定めないもの 

視点番号 主な視点 

⑤ 
利用のしおりへの記載や館内サイン等による表示を行い、状況に応じた

適切な運用を図るべきもの。 

⑥ 
利用のしおりへの記載や館内サイン等による表示を行い、利用者のマナ

ーやモラル向上に努めるべきもの。 

⑦ 創意工夫により、利用しやすい環境づくりに努めるべきもの。 
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